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Ⅰ．はじめに

　ドイツやドイツ語圏地域の大学やその他の学術研究機関では、奨学金・助成金制度

の存在は、目下当然のことであるかのように見える。わたしの知るかぎりでは、その

伝統は遅くとも近世にさかのぼれる。助成制度はこの文化圏においてはすでに日常生

活に根ざしたものとなっているが、他の文化圏に属するものにとってそれはかなり奇

異なものと映るかもしれない。筆者は目下、贈与の一形態として、このヨーロッパ的

な現象に多大な学問的関心をもって研究を続けている。とくに史的な観点から助成制

度の考察と取りくんでいる。ここでは事例研究として近世バーゼルの助成財団を取り

あげる。

　財団の史的研究は、たとえばエラスムス財団、フッガー財団、フランケ財団のよう

な、それぞれ個別の巨大財団に集中してきた。つまり特別な高みだけが注目を集めた。

しかしヨーロッパにおいて財団は決して特殊な現象ではなく、むしろ安定的な社会の

構成因であるので、このように著名な財団について考察するだけではその意義を十分

にくみ尽くすことはできない。現象のすそ野、つまり財団の社会的な広がりを十全に

認識するためには、それ以外に、地域を限定した地域史的な観点からの考察も必要に

なる。わたしはこのような視座に立って近世のブラウンシュヴァイク公国の財団史と

取りくんだ。その考察から、近世には財団設立趣旨の多くが、生活困窮者に対する救

貧と大学生や学校生徒に対する奨学金の賦与にあったことが明らかになった2。

　前回はルター派のブラウンシュヴァイク公国を扱ったが、ここでは宗派比較の観点

に立って改革派のバーゼル市を取りあげる。ブラウンシュヴァイク公国の考察から、

趣旨という点から見ると、近世には福祉財団と助成財団が広く展開した。バーゼルに

もこの点は当てはまる。ところで、早くから大学都市となったバーゼル市には豊富な
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助成財団が展開した。したがって助成財団だけを独立に扱うことが必要になる。都市

史・大学史の枠内で考察された助成財団史の研究として、とくにふたつの研究が注目

に値する。ベルンハルト・エーブネットは近世ニュルンベルク市の助成財団史につい

て考察した3。またアンドレアス・ゲッスナーは、ヴィッテンベルク大学の学生の日

常と助成制度を考察した4。バーゼル市は大学都市であったという点で、大学をもたな

かったニュルンベルク市とは異なる。ヴィッテンベルク大学は新進のプロテスタント

宗派の大学であるという点で、たしかにある意味でバーゼル大学に似ている。しかし 
ヴィッテンベルク大学は領邦の大学であるという点で、バーゼル大学とはやはり異質

である。大学都市バーゼルの助成財団史は、新しいパターンとして考察の価値がある。

　以下で本稿の構成を略述する。さしあたってバーゼル市とバーゼル大学の沿革を簡潔

にふり返る（Ⅱ）。つぎに、文書館史料に現れる1500年頃から 1800年頃までの88の助

成財団を紹介する（Ⅲ）。それによってこれら助成財団の量的・質的な分析が可能になり、

改革派の大学都市の性格の一端が浮き彫りになる（Ⅳ）。財団の創始者たちは、どんな

動機から財団を興したのか。彼らに捧げられた追悼説教から、この問題と取りくむ（Ⅴ）。

最後に、ここでの奨学金と助成財団に関する研究成果がもつ射程に論及したい（Ⅵ）。

Ⅱ．バーゼル市とバーゼル大学の歴史

　現在のところ確認されているバーゼルという名の史料初出は、ローマ帝国時代の

374 年にアンミアーヌス・マルケリヌスの報告中に現れる5。それ以降この地はケル

ト人、ローマ人、アレマネン人に支配され、496 年にはフランク王クローヴィスがア

レマネン人を征服した6。730 年以後の時代に対して、歴代バーゼル司教のリストが、

最初は名前しか記載がないとしても現れる7。フランク＝カロリング王国の解体は、

新たな支配圏の確立を可能にした。こうして高地ブルグント王国が誕生し、バーゼル

司教区もその影響圏に入った。オットーネン＝リュードルフィンク家出身のハインリ

ヒ 2 世が 1002 年に国王に選出されると、彼は高地ブルグントに対する支配を請求し 
た。こうして早くも 1006 年には、ハインリヒは都市バーゼルを抵当物件として手に

した。彼は 1009 年 10 月 11 日の大聖堂の聖別式に参列した8。ハインリヒが 15 世紀

に聖母マリアに次ぐ大聖堂の第二の守護聖人になったのは、このためである9。1032

3 Ebneth 1994.
4 Gössner 2003.
5 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 19.
6 Ebd., S. 17ff.
7 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 23.
8 Ebd., S. 23f.
9 Moosbrugger-Leu/ Maurer/ Marchal/ Gilomen/ Burckhardt 1980, Sp. 1508.
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年以降、司教区と都市は最終的に帝国に帰属した10。都市建設上の重要な措置として、

1090 年頃に都市は最初の環濠城壁によって囲われ、1220 年と 1230 年のあいだに、市

内を貫流するライン川に最初の橋が架けられた11。

　中世後期のスイス史は盟約者団とハプスブルク家の抗争に彩られる。バーゼルはハ

プスブルク家を支持した。このため 1386 年のゼンパッハの戦いでは、多くのバーゼ

ルの騎士と市民がハプスブルク側で盟約者団と戦い、命を落とした。それによって、

バーゼルはハプスブルク家から盟約者団への外交上の転換を経験したばかりでなく、

内政上の変革も招いた。古い貴族家門に代わって、商業や手工業から社会的上昇を

遂げるものがいまやますます増え、市政を左右するようになった12。最終的に、1501

年のハインリヒの日（7 月 13 日）に、盟約者団の使節とバーゼル住民が、中央広場

で永遠の、すなわち無期限の同盟を誓約した13。また、16 世紀には手工業者の統治が

貫徹する。ツンフトは市政に対する関与を増し、19 世紀にいたるまで市の政治・文

化生活を彩った。1516 年には、ヤーコプ・マイヤー・ツム・ハーゼン（1482 − 1531）

が、ツンフト出身者としてはじめてバーゼル市長に就任した14。市会は 1521 年 3 月 
に、司教の都市領主としての権利を今後はもはや尊重しないことを決議する15。

　1529 年の宗旨替えによって改革派の国家教会が誕生し、何世紀にもわたって宗教

的な方向性を規定することになる16。市会は「キリスト教的な支配機関」として、教

会に対して責任を負った。市会はすでに 1529 年 4 月 1日、ヨハンネス・エコランパ

ディウス（1482 − 1531）と協調して宗教改革令を発布し、新組織のための基礎を据え 
た。市と市に臣従する領域の牧師たちは、今後は市会の監督下で任命され、福音派の

教義に拘束されることになる17。バーゼルはさまざまな協調関係のあいだにあって、深

刻な状況に立たされた。盟約者団の都市として、それは改革派地域と協調せざるを得

なかった。いっぽう地理的・経済的には、それは帝国の都市や領邦と親密な関係にあ 
り、ルター派プロテスタントと離間することをよしとはしなかった。このため 1553

年から 1585 年まで在職した牧師長のズィーモン・ズルツァーは、ふたつの宗派を架

橋する役割を引き受けようとした。ズルツァーの後継者ヨハン・ヤーコプ・グリュネ

ウスによって、バーゼル教会は 1586 年以降、最終的に明確な改革派路線を受け入れ

ることになった18。

10 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 25.
11 Ebd., S. 26f. und S. 33.
12 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 42.
13 Ebd., S. 62.
14 Ebd., S. 74f.
15 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 86.
16 Ebd., S. 79.
17 Ebd., S. 89.
18 Ebd., S. 94f.
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　バーゼルの「手工業者統治」は、むろんごく短期のエピソードでしかなかった。抵

抗らしい抵抗もなく、すでに 1533 年には、上役の選出にツンフトが関与することは、

ふたたび取り消された19。結局バーゼルの市会統治の寡頭制的な構造は存続したが、

都市門閥支配へのいっそうの狭隘化は防げた20。最後にバーゼルの人口については、

1200 年頃におそらく 1,200 人程度に達し、1500 年頃に成人男女が 1 万人ほどであっ

た21。

　バーゼル大学の歴史が、バーゼル市の歴史と緊密な関係にあることは言を俟たない。

しかるに大学創立までの前史にとっては、バーゼル公会議（1431 − 1449）が決定的な

意義をもった。数多くの学識者が公会議開催中バーゼルに逗留し、彼らは知的欲求に

餓えていた。1432 年に、公会議によってささやかな基盤のうえに単科大学が設立さ

れた。公会議がエウゲニウス 4世を罷免し、教皇庁の地位を占めた後に、公会議は既

存の「一般教養」のための単科大学を教皇庁大学に転換した。「教皇庁大学」として、

1440 年にそれは、バルフューサー教会での厳粛なミサとともに開学した22。教皇庁の

学術施設は通常の特権を付与され、それはパリやボローニャの手本にならって正規の

やり方で組織された。

　公会議が終わると、学識者たちはバーゼルを離れた。こうして「一般教養」は解体

した。バーゼル住民のなかには、都市が住民と財産をかなり減らし、このため商業活

動が停滞し、思った以上に貧困が蔓延していると意識するものがすくなからずいた。

最初市会内では経済の循環を改善するために、措置として新しい公会議の誘致や年市

の開催が検討された。しかし結局は数多くの学生の流入から期待される利益が優先さ

れた23。

　地元の博士号取得者や広い視野をもつバーゼル市民から大学設置案が浮上し、かな

りまえからそれは検討されていた。教皇秘書としてバーゼル公会議に参加したエネ

ア・シルウィオ・ピッコロミーニ（1404 − 1464、ピウス 2 世として教皇在位は、1458

− 1464）の教皇選出という好条件が、いまや大学設置案の追い風になった24。

　創立記念式典のための場所に、市内のもっとも荘厳な建物である大聖堂が選ばれ 
た。1460 年 4 月 4 日、聖アンブロシウスの日の午前 7 時と 8 時のあいだに、司教服

をまとった司教が、中央祭壇で、招集された聖職者と市民層のまえでミサを挙行した。

バーゼル大学の制度設計には、エアフルト大学の規約が模範として奉仕した。その写

しが作成され、直接手本として、また部分的には一字一句違わず、バーゼル大学の規

19 Ebd., S. 96.
20 Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 109.
21 Ebd., S. 36.
22 Bonjour 1971, S. 22.
23 Ebd., S. 32.
24 Ebd., S. 34.
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約のなかでくり返された25。エアフルトで学んだバーゼル出身者の大半が、エアフル

トの大学組織に通じていた。1450 − 1459 年の期間だけでも、27 名のバーゼル出身生

がエアフルトの学籍登録簿に記載されている。新設のバーゼル大学で、エアフルトで 
博士号を取得したか、修士号を所得した5名の私講師が教鞭をとった。このような密接

な人的交流から、バーゼルでエアフルト大学の規約が参考にされたのもよくわかる26。

　1529 年と 1600 年のあいだに、バーゼル大学で指導した教授の凡そ 4 分の 3 が、外

国出身者であった。17 世紀になると、これは根本的に変化した。外国人教授の選出

は例外と化し、市参事会の支配が寡頭制化したことに比例するかたちで、大学のポス

トも、バッティアー、バウヒン、ベック、ベルヌーイ、ブルクハルト、ブクストルフ、

フェッシュ、イーゼリン、プラッター、ヴェットシュタイン、ツヴィンガ―といった

特定の一族の寡占状態と化した。このような寡頭制の形態は、公共生活ばかりでな 
く、大学生活にとっても時代現象であって、一歩間違えばいかがわしいなれあい経営

や閥族主義に陥りがちであった27。

　18 世紀にはまだ、外国人教員を必要としないこと、すべての教授職を地元出身者

で満たすことができることを誇る風潮があった。また当時は教授の選出資格がバーゼ

ル市民権取得者に限られてもいたが、1813 年の大学令はこれを改め、「地元出身か市

外出身かを問わず、有能有用な教師が発掘され任用される」ように留意すべきである

とした28。もともとバーゼルの学生にはドイツとの関係が重要で、ドイツの諸大学へ

の留学件数が多かった。また 19 世紀以降はドイツ発の新人文主義の教育・大学理念

がバーゼルにも波及し、ドイツ出身の教員の任用頻度が格段に増すことになった。こ

れは近隣諸国出身者が教員に占める比重が高い、現在の体制につながるものである。

Ⅲ．バーゼルの助成財団

　大学の開学後、個々の市民は学問研究の持続を助けるために協力した。彼らは奨学

金を設けることによってそうした。たとえば 1467 年にはマルガレーテ・ブラントが

購読のために年利 24 グルデンの基金を設立した。「なぜなら魂の安寧のために聖書の

教育や教授ほど役に立つものはないから」。エンネリ・ヘンフリンガーリンは、聖職

身分にある「思慮深く、信頼できる自由七科の巨匠」が講義するために、20 グルデ

ンの利子を提供した29。

　寄宿生は寮費を免除されたが、それ以外にも個人による遺贈・寄贈の収益から助成

25 Bonjour 1971, S. 40f.
26 Ebd., S. 49.
27 Bonjour 1971, S. 245f.; Berner/ Sieber-Lehmann/ Wickers 2012, S. 142f.
28 Bonjour 1971, S. 354.
29 Bonjour 1971, S. 46; Wackernagel 1916, S. 567.

近世バーゼル大学の助成財団 35



を受けた奨学生もいた30。1564 年に大学はペストによって 6 人の教授を失った。1564

年に提供された遺贈はすでに相当な数の遺産であり31、遺贈件数はその後拡大の一途

をたどった。世紀転換期まではこれらの基金は学長の保護下にあり、その後は全学部

によって選ばれた管財局長が遺贈財産管理室を管理した32。

　以下では、1800 年頃までにバーゼルで興った助成財団（基金）を、下記の要領で

整理する。a）発起人  b）彼らの個人情報  c）設立年  d）基金、利率、利息  e）管財 
人、執行人  f）趣旨  g）備考（主として条件）。バーゼルの助成財団に関する史料と

しては、遺贈財産管理室が財団設立文書、すなわち多くは発起人の遺言から抜粋して

作成した 60 を超える助成財団の台帳がある33。当該史料の選集もある34。

（1）a）アンナ・マルガレーテ・ブラント  b）――  c）1467  d）基金：600 グルデン、利 
息：24 グルデン35　e）――  f）――  g）――

（2）a）ヴォルフガンク・ヴィッセンブルク（1496 − 1575）  b）バーゼル大学神学部博

士号取得。聖ペーター神学校校長  c）1564  d）基金：500 グルデン  e）バーゼル

大学の学長と学部長  f）「日々神学の講義を熱心に聴講し、適切な時期に相応し

い学位を取得する奨学生ひとり」  g）彼は、「娘アンナの息子ヴォルフガンク・ザッ

トラーに 500 フローリンを譲与する。それはザットラーの死後大学に帰属すべき

で、以後は財団として基金に対して発生する利息が、神学生ひとりのための奨学

金として用立てられるように手配することを、学長と学部長に要請する。」36

（3）a）マルティン・ボールハウス（1499 − 1564）  b）彼は 1544 年以降バーゼル大学

の神学部旧約聖書学の教授であった。彼は 1564 年、ペストによって亡くなった。

c）1564  d）基金：300 グルデン、利子：15 グルデン  e）バーゼル大学  f）「毎年

の利息からバーゼル市が得た 3名の貧しい寄宿生に、毎年 5グルデンを」提供す

る37。g）――

（4）a）ウルリッヒ・アイグリン  b）1564 年没  c）1564  d）基金：600 グルデン、利 
子：33 グルデン  e）バーゼル大学  f）「学ぶことを欲する貧しい生徒」を支援  g）
彼が「どの学部に」入るかは問題ではない。/ 奨学生は「バーゼル出身者、その

30 Bonjour 1971, S. 148.
31 Ebd., S. 211.
32 Ebd., S. 148.
33 それについては、Basel, Staatsarchiv Basel-Stadt, Universitätsarchiv （以下では StABS, UA と
略）, L 1 （Legatorium Academicum. Verzeichnis der Vermächtnisse und Stiftungen betreffend die 
Universität Basel. Liber Legatorium Magnifici Rectoris (Origin.), 1564 − ca. 1920）.
34 それについては、Basel, Staatsarchiv Basel-Stadt, Erziehungsakten （以下では StABS, EA と略）, B 20. 
35 StABS, EA, B 20, o.S.
36 StABS, UA, L 1, S. 17.
37 StABS, UA, L 1, S. 15 − 16.
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つぎに盟約者団出身者」であるべき。/ 貧困学生を優先すべき38。

（5）a）バルバラ・マイヤーリン  b）ハンス・ウルリッヒ・アイグリンの寡婦  c）
1564.8.26  d）基金：200 グルデン、利子：10 グルデン  e）バーゼル大学  f）この

奨学金は「神学を学びたいと考える貧しい生徒」に与えられる39。g）――

（6）a）ズィーモン・ズルツァー  b）神学博士にして大聖堂の最高牧師  c）1564  d）基 
金：100 グルデン、利子：5グルデン  e）――  f）利子は「異郷出身の貧困学生」

に支給されるべき40。g）――

（7）a）ユリアーナ・アマーバッハ  b）バシリウス・アマーバッハの妻  c）1564  d）基 
金：100 グルデン、利子：5グルデン  e）――  f）「学芸でバカロレアの学位を取

るほど頑張り、神学でも熱心に学び、牧師職に任用されることを望む敬虔な貧困

学生」の支援  g）1565 年に彼女の基金はバルバラ・マイヤーリンの 200 グルデ 
ン、ズィーモン・ズルツァーの 100 グルデンと合算される。基金は都市ニュルン

ベルクに預けられる。毎年そこから 20 グルデンが、四旬節期間中の日曜日に、

遺贈総額に対して利子として支払われるべきである41。

（8）a）マルクス・ベルシュティン  b）聖リーンハルト教会の牧師  c）1565  d）基金：

300プフント  e）バーゼル大学  f）そこからの毎年の利息は、「神学を学ぶ、敬虔な、

異郷出身の貧しい若者」に与えられるべきである。g）利子は四季に配分され支

払われる。奨学金を授与する権限は、4 人の牧師とともに学長と学部長にも指定

されるべきである42。

（9）a）ハンス・ヤーコプ・ロス  b）――  c）年号不詳  d）基金：2,600 グルデン、利

子：130 グルデン  e）当面はバーゼル市市参事会、彼の妻ヘレーナ・ズルガン 
ティンの死後はバーゼル大学  f）父、母、友人の助けが期待できるバーゼルの全

生徒から、「つねにふたりの生徒」が、学長、おなじく神学部長、大聖堂の牧師

長によって選抜される。彼らが「福音と聖書」に専念し、それを学び、教会に勤

務するならば、異郷出身者でも地元の人でも構わない。さらに「喜捨」（（1527

年創立の、貧者を扶養する都市の公設救貧院の名称……筆者補）43 が受け入れる

すべての人びとに外套が与えられるべきである。また管財人は、「市民か住民か

を問わず、バーゼル市に居住した貧困を隠す貧者」に施し、貧しい篤信者たちに

60 プフントを配分すべきである44。g）――

38 StABS, UA, L 1, S. 7 − 8.
39 StABS, UA, L 1, S. 9.
40 StABS, UA, L 1, S. 11.
41 StABS, UA, L 1, S. 12 − 13.
42 StABS, UA, L 1, S. 19 − 20.
43 この施設については以下を参照。Adolf 1966, S. 34.
44 StABS, UA, L 1, S. 21 − 24.
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（10）a）ツァヘウス・ケラー  b）――  c）1567.10.25  d）基金：600 フローリン、利 
子：30 フローリン  e）バーゼル大学  f）同人はバーゼル大学のために 600 フ 
ローリンという額を集め、この基金から生じる 30 フローリンの利子を異郷出身

の貧しい神学生ひとりのために指定した。g）彼は「神学、言語、自由学芸の」

講義を聴講して成果を挙げ、その他の勉学に励むかたわら、「牧師職で」教会に

立派に奉仕してもよい。奨学金は彼が「学位を取得するまで」続く45。

（11）a）クリスティアーナ・ムレレット  b）――  c）1568.11.15  d）基金：600 グルデ 
ン  e）――  f）利息は、大学で学ぶ意欲のあるバーゼル出身者ひとりと異郷出

身者ひとりが得るべきである46。g）――

（12）a）マイセン出身のフェルティン・フォン・シュライニッツ  b）――  c）1568  d）
基金：100 グルデン  e）バーゼル大学  f）基金から毎年発生する利子は、貧困学

生ひとりに、彼の生計を向上させるために配分されるべきである47。g）――

（13）a）ヤーコプ・リューディンク  b）バーゼル市の最高ツンフト長  c）1569  d）基

金：600グルデン、利子：30グルデン  e）バーゼル大学学長と教授会  f）エグリー

ゼ教会のために奨学金がひとつ設けられ、そこで毎年、バーゼルの神学部で学

ぶことを計画する敬虔な若者に与えられるべきである。g）四季ごとに学生に 7

と 2 分の 1 グルデンが配られる。彼は「バーゼル出身か異郷出身か、富裕か貧

しいかを問わず」、「修士の試験」を経て、立派に学位を取得すべきである。「そ

れ以外では、能力の点でふたり以上が甲乙つけがたい場合にのみ、バーゼル出

身者が異郷出身者に優先され、そのうえより貧しいほうが優先されるべきであ

る。」彼は、修士の学位を取得し、常勤の職務に就くまで、熱心に「神学」を学

び、この学業を絶えず追求し、説教を聞き、討論に参加し、慎み深く、品行方

正にふるまうことを約束すべきである48。

（14）a）カスパー・ヘレット・フォン・ヴァレンティーネン  b）オランダ出身  c）1578   
d）基金：600 グルデン、利子：25 フローリン  e）バーゼル大学の学長と学部長   
f）「第一にわたしはここバーゼルの貧者に、地元の人か異郷出身かを問わず、

行きずりの困窮者か当地在住の困窮者かにかかわらず、……600 バーゼル・プ

フント……を遺贈する。」49  g）――

（15）a）アンドレーアス・ペトリ  b）ペルージャ市民バルトロメウス・ペトリの嫡出

子で、18 年前にイタリアから移住。ボニファティウス・アマーバッハの友で、 
バーゼルで外科医として活動  c）1576  d）基金：1,000 フローリン  e）バーゼル

45 StABS, UA, L 1, S. 25 − 28.
46 StABS, UA, L 1, S. 39 − 40.
47 StABS, UA, L 1, S. 37.
48 StABS, UA, L 1, S. 29 − 34.
49 StABS, UA, L 1, S. 43f.
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大学  f）「薬を学ぶ、若い貧しい男子のための奨学金」を設立50  g）――

（16）a）ハインリヒ・ペトリ（1508 − 1579）  b）印刷業者。彼の息子ハインリヒは、

1543 年にバーゼル大学に学籍登録51  c）1581  d）基金：180 プフント、利息：6

プフント 11 シリンク  e）――  f）「自由七科の向上のために」、彼はこれを「貧

しい学生 1 名」に贈与  g）故ハインリヒ・ペトリの友人や親族を優先。しかし

それがない場合、学業にとくに秀でたバーゼル生を優先。年 6プフント 10 シリ

ンクの収益が、貧しい学生ひとりに四季に分けて与えられる。したがって四季

ごとに 1プフント 12 シリンク 6プフェーニヒが与えられる52。

（17）a）エラスムス・ロッテルダム  b）人文主義者、神学博士  c）1584  d）基金： 
5,250 グルデン、利息：260 グルデン  e）この基金は、高名なバシリウス・アマー

バッハ博士によって、バーゼル大学――学長と 4人の学部長――に委ねられた。

f）3 名の学生が採用される。奨学生はそれぞれ神学、法学、医学で、「博士号

を目指して」勉学に励む。各人に毎年 40 グルデンが支払われるべきである。前

述の学長と 4 人の学部長は、大学で哲学を聞くことができる程度の能力のある

貧しい若者をふたり選ぶ。彼らは「上級学部」に進学する準備のために、「修士

号をめざして」勉強する義務を負う。彼らは最長 4 年奨学金を受給する。それ

ぞれに年 20 グルデンが支払われる。このため期間内に修士号を取ることが義務

づけられる。同様に件の学長と学部長は、まだ下の学校に通うふたりの男子を

採用すべきである。彼らが学業に能力を発揮すれば、奨学金を 5 年受け取るこ

とができる。各人に年 12 グルデンが支払われる。ここまでで言及された支出を

差し引いた後に、毎年の利息のなかでいつでも残るものを、学長はドイツ学生

団とロマンス語系学生団の貧しい外国人学生に寄贈すべきである。g）「法学生

と医学生」に、特段の理由がなければ、奨学金を 5 年以上支給すべきではない 
し、神学生には 7年以上支給すべきではない。「既述の奨学金を授与する」さい

に、「単なる依怙贔屓」が幅を利かすことがないよう、「能力」だけが査定され

るべきである。奨学生は、「同国人か、同郷人か、異邦人か」を問わないが、同

等の能力のあるものがふたりあれば、「ふたりのうちのひとり」は、「確かな情

報があれば、同国人が異邦人に優先されるように」選ばれるべきである。この

情報――それぞれの男子の「能力、行状、生活態度」について、「彼が奨学金に

相応しいかどうか」について――は、学長と 4 学部の学部長からもたらされる

べきである。奨学生は通常バーゼル大学で学ぶべきである。彼が他所の大学を

訪れることが有益と見なされる場合、1 年か 2 年、それが許されることもある。

50 StABS, UA, L 1, S. 47ff.
51 Wachernagel (Hg.) 1956, S. 152.
52 StABS, UA, L 1, S. 51 − 52.
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学長と 4 人の学部長が、自分たちの仕事に対して「何かやり甲斐」を感じられ

るように、学部長のそれぞれに利息から年 1 グルデン、学長に 2 グルデンが入

るようにすべきである53。

（18）a）ヘルデン・ズィーモン・ズルツァー  b）神学博士のバーゼル市民  c）1585.3.5   
d）基金：1,300 プフント、利子：52 グルデン  e）バーゼル大学の学長と教授会  
f）奨学金で「神学生」ひとりを支援  g）奨学生は四季ごとに学長か教区監督か

ら 13 グルデンを受け取るように指定される。発起人と発起人の妻の親族が優先

されるべきである。そこに誰もいなければ、その機会はバーゼル出身者、つぎ

に異郷出身者に与えられるべきである。異郷出身者のなかでは、彼の親愛な祖

国「ハスレ、ベルン領域」の出身者を優先すべきである。この奨学金を受け取

るものは、最低でも 14 歳になっているべきである。彼は学芸を終え、「修士号」

を獲得するまで神学部に通い、「牧師職」に任用されるべきである。とくに彼が

ここバーゼル市やバーゼル地方で必要とされる場合には、教会勤務にとどまる

べきである。奨学金は 6年、ないし最長 8年まで与えられ、「博士号」を取得す

る見込みがあるか、それを諦めていないことが条件である。万一彼が前述の学

位のために精勤しないようであれば、奨学金はもはや彼のものではなく、ほか

の誰かに与えられるべきである。もし彼が「修士号の取得後」他大学に通いた

いと思うならば、期限までは奨学金を得ることができる。期限がきたら、彼は

もはや他所にとどまるべきでなく、バーゼルに戻るべきである。万一彼が「品

行方正を欠い」たり、「ほかの学業に転身し」たり、「牧師職に就いて教会に奉

仕する」気持ちがない場合には、彼は受け取った助成金全額を返済することを

大真面目で要求され、そうされるべきである。彼が身持ちよく、神の恩寵で進

歩し、それなりの身分に達し、財産を残さなければならない相続人もなく、授 
かった財産を残して死去する場合、まだ残っているものを前述した奨学金の増

量増額のために拠出するべきである54。

（19）a）エリザベート・メリアニン  b）ズィーモン・ズルツァーの妻（6参照）  c）1585   
d）基金：200 プフント、利子：10 プフント  e）――  f）奨学金は、「神学に専

念することを企図し約束する敬虔な貧困学生ひとり」に与えられる。g）「わた

しの氏族、親族に誰かいれ」ば、その人が優先される。いない場合、「地元すな

わちバーゼル出身者か異郷出身者かを問わず」、この奨学金は「敬虔で勤勉な若

者」に与えられる55。

（20）a）クリストフ・ヴェルツァー  b）――  c）1586  d）基金：20 フローリン、利 

53 StABS, UA, L 1, S. 53 − 65. エラスムス財団については、Felici 1993; Felici 1997.
54 StABS, UA, L 1, S. 71 − 77.
55 StABS, UA, L 1, S. 41 − 42.
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子：1 プフント 17 シリンク 8 プフェーニヒ  e）――  f）これはギムナジウムの

ために使われる56。g）――

（21）a）イザーク・リーヒテンハーン  b）バーゼル市民でサフラン商人ツンフトのメ

ンバー。1608 年没。c）1586  d）基金：2,000 グルデン、利息：100 グルデン  e）
年利息の 50 グルデンをサフラン商人ツンフトの「代表部門」に、残りの 50 グ

ルデンはバーゼル大学の「代表団」に贈与。f）利息は貧しい困窮者を支援する

ために使われる。残り半分は、「ひとりないしふたりの学生の奨学金と給養のた

めに」分配される。彼ないし彼らが将来「バーゼル市かバーゼル邦の牧師職」

に就くことができるように、神学部で「バーゼル市の宗派」を学び、「年一度な

いし四季ごとに最終的におなじ額を配分」されるべきである。g）彼は神のご加

護で教会に勤務すべきである。彼はバーゼル市とその地域の教会に拘束される

べきである。しかし彼が精勤に励む気構えがあれば、市とその地域で彼の勤務

が必要とされない場合、他所で学校や教会に勤務することを優先すべきである。

しかしその他の地域のなかでも、「わが恵深い宗派の内容、純粋な福音派の教義

と宗教」だけが場所を与えられるべきである。彼が神のご加護で、自立できる

ひとつの職業に就き、さらにかなり大きな財や富をなしたなら、わたしのつぎ

なる助言は、試され、受け入れられた善行のせいでそうなったのではなく、何

年も、または何年か、助成金を受け取り、利用し、享受したからそうなったと

いうことである。彼は感謝の念を自分の財産に応じて示し、管財人にまとめて

一定額を手渡すか、年に数グルデンを手渡すかして、管財人がその額をリーヒ

テンハーン財団に加算し、それもまたおなじ目的のために利用されるべきである。

　しかし万一このように受け入れられた学生が、ぶらぶらして悪事を働き、従

順でなく、学業に熱心に取りくまず、一切の真摯な罰や警告に対して軽率、不

埒に振舞うならば、助成金は彼から取り上げられるべきである。しかもこの学

生が後に一財産を築くとすれば、受け取られた助成金が今度も件の学生から要

求され、徴収されるべきである。彼もまた何の支障もなくふたたびおなじ額を

渡す義務を負う。

　これらの条件を満たせば、誰もがこの助成金に受け入れられる、……。しか

しイザーク・リーヒテンハーンの親族に該当者がある場合、当人がほかの誰よ

りも優先されるべきである。

　「この奨学金にはつねにバーゼル出身生が優先されるべき」であるが、しかし

バーゼル市やバーゼル州に該当者がいない場合には、福音派の盟約者団出身者

が優先される、……、しかしわたしの友人に該当者がある場合には、その当人

がほかの誰よりも優先される。しかし前述の領域にこの助成金のための該当者

56 StABS, UA, L 1, S. 110.
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がひとりも見当たらないとなれば、そのときはどの国の人かにかかわらず、該

当すると思われる異郷出身者を受け入れるべきである、……。

　何人もイザーク・リーヒテンハーンの死後、この遺言を変更すべからず。財

団は創始者の名を冠すべし。財団の資産は、サフラン商人のツンフトと助成金

の管財人にそれぞれ半分ずつ手渡されるべし。財団の資産が上記の趣旨のため

に保管されるよう、いついかなる場合にも慎重に配慮されるべきである57。

（22）a）トーマス・エラストゥス  b）彼は 1581 年にバーゼル大学の倫理学の正教授

に任用され、「医学教授団」に迎えられた58。c）1587  d）基金：3,200 グルデン、

利息：160 グルデン  e）――  f）年利、すなわち 160 グルデンは、半分が当地

で確保され、残りの半分はハイデルベルクの学長と大学に帰属すべきである。

当地とハイデルベルクの両大学は、それぞれ 2 人の奨学生を選び、この選ばれ

た奨学生に毎年の利息、それぞれ 40 グルデンを分配すべきである。g）エラス

トゥスは奨学生に関して、彼らがどの学部で学ぶべきか、それぞれが奨学金を

何年ぐらい利用すべきかについて何も指示せず、この奨学金やこれらの奨学金

の管理全般を両大学に委ねる。しかし医学生が優先されることが望まれる。も

し万一プファルツ選帝侯老フリードリヒ白髪の宗派が変わるようなことがあれ

ば、半分の利息、80 グルデンはもはやハイデルベルク大学に帰属すべきではな

く、基金の管理はバーゼル大学に移される。そして万一当地バーゼルに教皇権

が再導入された場合には、全財団が基金や遺贈ともども、バーゼルの宗派が維

持される他所の場所に移される。奨学金と奨学生はその地で監督・維持される

べきである59。

（23）a）フランツ・レートブルク  b）バーゼル市の最高ツンフト長  c）1589  d）基金：

600 グルデン  e）彼の娘婿ハンス・ルートヴィヒ・クルーゲンと彼の娘マリア・

レートブルガーリン  f）バーゼル出身か異郷出身かを問わず、神学を学ぶ学生

ひとりのための奨学金60  g）――

（24）a）アンドレーアス・リュッフ（1550 − 1603）  b）織物商人61  c）1590 年の聖霊

降臨祭の日  d）基金：240 フローリン、利子：9フローリン  e）――  f）それに 
よって彼は城の学校を支援しようとする62。g）――

（25）a）エーファ・フォン・アンドロー  b）――  c）1591  d）基金：300 グルデン、利 
息：15 グルデン  e）――  f）ひとりの「神学生」に年 15 フローリンが、彼が「書

57 StABS, UA, L 1, S. 191 − 194.
58 Bonjour 1971, S. 161.
59 StABS, UA, L 1, S. 85 − 86.
60 StABS, UA, L 1, S. 93.
61 Berner/ Sieber-Lehmann/Wickers 2012, S. 131 − 132.
62 StABS, UA, L 1, S. 87 − 88.
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籍と衣服を購入する」ために指定される。g）あと 2年、この寡婦が利子を取得

するかもしれないが、彼女の子息の誰ひとり大学で学ぶものがなければ、大学

はふさわしい「神学生に利子」を贈るべきである63。

（26）a）エウゲニウス・フォン・ケルン  b）「メクレンブルク公国」出身の貴族  c）
1592.1.4  d）基金：100 グルデン、利子：5 グルデン  e）――  f）寄宿舎に住む

異郷出身の奨学生ひとりのための「補助金」。それによって彼は書籍を購入する

ことができる。それは「神学の講義と討論」に熱心に参加する、「この奨学生に

採用された大学生」に提供される。g）寄宿舎に住む、奨学金をもたない「ニー

ダーザクセン出身の学生の財産」として64。

（27） a）バシリウス・アマーバッハ  b）法学者  c）1593  d）基金：2,000フローリン  e）バー

ゼル大学学長、学部長、教授会  f）毎年の利息は、永久に「当地の最良の学校（城

のギムナジウム……筆者補）のよりよい保全のために」、すなわちそのつどの学

校長に、あるいは彼の臨時代理に指定される65。g）――

（28）a）アンナ・フォン・ベーレンフェルス  b）ベーレンフェルス生まれのアンナ・ 
フォン・ウルム  c）1594.6.24  d）基金：100 グルデン、利子：5グルデン  e）バー

ゼル大学  f）5 フローリンの年利息は、生まれも育ちもバーゼルの城の生徒 1

名に奨学金として与えられるべきである。g）しかし城の生徒が大学に登録され

たら、すぐにこの奨学金は発起人の指示に従って別の生徒に与えられるべきで

ある66。

（29）a）ルーカス・ゲープハルト  b）バーゼル市長  c）1595  d）基金：500 グルデン、

利子：25 グルデン  e）バーゼル大学学長と教授会  f）大学の学長と教授会が奨

学生ひとりを選ぶ権限を有し、この選ばれた奨学生に年利息を提供すべきであ

る。しかしそれぞれの奨学生がどのくらいの期間奨学金を利用できるのかを、

発起人は全く指示しようとはせず、この奨学生あるいはこれらの奨学生の監督

全般を当地の大学に委ねる。しかし奨学金は「神学生のためだけに」使われる。

g）能力のあるものがいるならば、バーゼル出身者が異郷出身者に優先されるべ

きである。これらの奨学生が牧師職を遂行できるまでに成長したならば、バー

ゼル市かその地方や領域のわれわれの牧師職に、ほかのどんな牧師職に就くよ

りも進んで就くべきであり、つぎに聖なる福音と「バーゼルの宗派」が説教さ

れ明言されるところで進んで奉仕すべきである67。

（30）a）ザーラ・フクズィン  b）バーゼルの薬剤師にして市民ヨハン・ハイツマンの

63 StABS, UA, L 1, S. 89.
64 StABS, UA, L 1, S. 91 − 92.
65 StABS, UA, L 1, S. 95.
66 StABS, UA, L 1, S. 97.
67 StABS, UA, L 1, S. 99 − 100.
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正妻  c）1595  d）基金：2,800 グルデン、利子：140 グルデン  e）バーゼル大学

学長と教授会  f）「1,600 グルデンの基金、80 グルデンの年利息からふたつの奨

学金」、ひとつは「神学」、いまひとつは「医学」に奨学金が、それぞれの奨学

金に年利息の 40 グルデンが指定される。g）この奨学金が付与されるふたりは、

地元か異郷の出身者かを問わず貧者でなければならない。しかしカトリック地

域出身者にこの奨学金は与えられない。とくに神学の奨学金に関しては、受給

者は「学士取得者」であるべきで、2 年ないし最長でも 2 年半で「修士号を取 
る」義務を負う。彼は「バーゼルの宗派」をもつものでなければならない。いっ

ぽう医学の奨学金に関しては、彼が勤勉真摯にふるまい、そのことが「医学部

長や学部」によって認められるならば、彼は他所で学ぶことができるし、その

場合そこでも 2年か 3年はこの奨学金が与えられるべきである68。

（31） a）エリザベート・イスィングリン  b）トーマス・グアリヌスの寡婦  c）1596  d）
基金：430 プフント、利子：21 プフント 10 シリンク  e）バーゼル大学学長  f）「当

地の城の学校に」6 つの奨学金が設けられる。第 1 学年のひとりの生徒に 10 シ

リンクが与えられ、第 2 学年のひとりに 1 プフント、第 3 学年のひとりに 1 プ

フント 10 シリンク、第 4学年のひとりに 2プフント、第 5学年のひとりに 2プ

フント 10 シリンク、第 6 学年のひとりに 3 プフントが与えられるべきである。

g）生徒のなかではつねに地元出身者が異郷出身者に優先されるべきである。年

利息の残りの 10 シリンクは、「遺贈財務室」に経費として与えるべきである69。

（32）a）ハインリヒ・ルッターブルク  b）――  c）1602.5.3  d）基金：4,000 グルデン、

利息：200 グルデン  e）基金はバーゼル市に預けられる。①城のギムナジウム

の校長②バーゼル大学の学長と事務長③ヴァルデンブルク校の校長  f）① 2,000
グルデンに対する 100 グルデンの利息で、学校生徒 3年生から 6年生の各 3名、

合計 12 名に年間で計 84 グルデン（3 年生に計 12 グルデン、4 年生に計 18 グ

ルデン、5 年生に計 24 グルデン、6 年生に計 30 グルデン）の助成金を与える。

1 年、2 年、10 年、12 年のとくに貧しい生徒各 1 人に 4 グルデンを与える。② 
1,200 グルデンに対する 60 グルデンの利息中 52 グルデンで、神学を学ぶことを

志し、役に立ち、優れた能力を有するバーゼル生まれの学生を支援する。ルッ

ターブルク一族に適当な候補がある場合は、あらゆる点でその人が優先される。

残りの 8グルデンは神学部長に与えられる。③ 800 グルデンに対する 40 グルデ

ンの利息をヴァルデンブルクの校長に与える。g）①父方、母方を問わず彼の一

族に候補があって、その人が奨学金を必要としており、その資格があるときは、

彼がほかの人に対して優先されるべきである。しかしこの奨学金を手にするひ

68 StABS, UA, L 1, S. 103 − 108.
69 StABS, UA, L 1, S. 109.
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とりないし複数が、最初は勤勉を装うが、のちに「怠惰、だらしなく、放縦」

になれば、奨学金はすぐに何のためらいもなく彼らから剥奪され、即刻彼の代

わりに他の勤勉者に整理され与えられるべきである。②奨学金は未婚で、バー

ゼル生まれ、バーゼルの宗派に執着し、それにとどまる男子、そして修士号を

すでに取得しているか、最長でも一年内に取得することができ、また取得する

つもりがある男子を支援するために使われる。父方、母方を問わず彼の一族に

候補があって、その人が有能で、その資格があるときは、彼がほかの人に対し

て優先されるべきである。しかし彼はとくに自筆で、「神学」に熱心に没頭する

こと、その学問を継続し、それにずっととどまることを誓い、約束すべきであ

る70。③  ――

（33）a）  b）プフィアート生まれのマリア・ヴァルトナーリン・フォン・フロイント

シュタインと市参事会員の妻マルガレーテ・メリアーニン  c）1605  d）基金：

2,200 グルデン  e）――  f）  g）各種ペトリの遺贈（たとえば 15 や 16 のような）

の整理が問題であった。ふたりの発起人が、1605年にヴァルトナー遺贈――1,200
グルデンの基金――と、ヘルムシュテット遺贈――1,000 グルデンの基金――を

設けた。これらふたつの基金からふたりの遺言者は 200 グルデンを取り分け、

その利子をこれらの遺贈の管財人と執行者にその労力と経費のために分与し、

しかし遺言で指定された額に対する利子を奨学金として学生たちに与えた。そ

のさい最初はヤーコプ・ハインリヒ・ペトリのこどもたちが優遇された。ペト

リのこどもたちはまた、どの学部で学ぶべきかといった条件が指定されないほ

ど優遇された。彼らはまだ学校に通うには幼いとしても奨学金を享受すべきで

あった。彼らが成年に達し、奨学金をもはや必要とはせず、もしくは欲しなく

なるまでそれを享受することができた。その他の点では、この奨学金は「法学 
の」奨学金と呼ばれ、またそうであるべきで、永久にそうであり続けるべきで 
あって、哲学においてとくに際立つ法学生ひとりに向けられるが、6 年を越え

てはならない71。

（34）a）アマンドゥス・ポランドゥス・フォン・ポランスドルフ  b）シュレジエン

のトロッパウで生まれ、彼はバーゼルにやってきた。続いてジュネーヴのテオ

ドール・ベーザのもとで学んだ。彼は 1590 年にバーゼルに戻った。当地で彼は

神学博士を取得。1590 年、彼は旧約聖書学の教授に選ばれた72。c）1610.7.14  d）
基金：900 グルデン  e）バーゼル大学学長と教授会  f）妻の死後、1,400 グルデ

ンのうち 900 グルデンが、奨学生の給養のために活用されるべきである。彼は 

70 StABS, UA, L 1, S. 111 − 122.
71 StABS, EA, B 20, o.S.
72 Bonjour 1971, S. 215 − 216.
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「神学か法学か医学」を学ぶ。g）自分の氏族か親族、わたしの亡き妻マリア・グ 
リュネウスの氏族か親族、わたしの目下の妻ザローメ・ヴァッサーフンの氏族

か親族に、神学か法学か医学を学ぶ能力があると見えるものがあれば、奨学生

の一覧においてほかの人に優先されるべきである73。

（35）a）ハイナー・ユストゥス・ゼーリガー  b）聖ペーター教会の牧師  c）1610  d）
基金：200 フローリンに、彼の死後 100 フローリンが増額された。e）バーゼル

大学学長  f）これは「地元生寮の寮生」の生活向上のために使われる。300 フロー

リンの基金の年利息が、経費を差し引いた後に、前記の「地元生向けの寮の寮生」

に配分されるべきである74。g）――

（36）a）ヒエロニムス・ゲムゼイ  b）活版印刷工、市民、市参事会員  c）1610  d）基金：

400 ターラー、利息：20 ターラー  e）大聖堂最高牧師  f）年利の 20 プフントは、

当地の貧しい城の生徒 1名に、彼の給養の改善のために与えられるべきである。

g）「遺贈管財局長」が「遺贈と奨学金」の執行のために 5ターラーを得る75。

（37）a）レオナルト・コンスタンツ  b）バーゼルのフランス教会牧師  c）1610  d）基

金：500 フローリン  e）バーゼル市の病院と「異郷出身者向けの寮」  f）迫害に 
あって故郷を離れ、バーゼル市に避難所を求めた多くのフランス人やその他の

外国人のために、また当地の病院に収容され回復したその他大勢の遍歴する貧

者のために、最後に「異郷出身者向けの寮」に受け入れられたフランス・ナチ

オ出身の大勢の貧困学生のためにも、病院に 500 グルデン、……、さらに 500

グルデンが「語られた異郷出身者向けの寮」に割り当てられる76。g）――

（38）a）レオンハルト・シュヴァルツ  b）バーゼル市民で商人  c）1611  d）基金：1,000
プフント  e）バーゼル大学  f）彼は奨学生ひとりの給養のために 1,000 プフント

の基金を指定。奨学生は、「神学か法学か医学」を学ぶ。g）この奨学金の授与

のさいに、われわれの友人や親族のなかで、父方か母方がシュヴァルツ、つぎ

に父方か母方がザットラーであって、学習能力があり、この奨学金を欲してい

る人があれば、その人がほかの人たちよりも優先されるべきである。しかしこ

のふたつの氏族の誰もこの奨学金を欲しない場合、貧しく、自分で、あるいは

両親から何も得ることが期待できず、学習能力があり、「教師たち」から勤勉・

真摯の、優れた称賛を得ているバーゼル出身者が、これを得ることができる。

しかしさしあたりこの奨学金に該当者がなく、貧しいバーゼル生もいなければ、

この奨学金は教授会によって管理され、この奨学金を必要とする貧しいバーゼ

73 StABS, UA, L 1, S. 137 − 140.
74 StABS, UA, L 1, S. 143 − 144.
75 StABS, UA, L 1, S. 145 − 146.
76 StABS, UA, L 1, S. 141 − 142.
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ル生が現れるまで、救貧に利用されるべきである77。

（39）a）シュテファン・トゥルンホッファー  b）市の裁判所執行吏でバーゼル市民  c）
1613  d）基金：100 プフント  f）彼の遺言は、全遺産がこのあと書かれるとこ

ろに分配されるべきことを命じる。とくに、第一に城の貧しい生徒たちのために、

地代に対して 100 プフントが投資され、その毎年の地代が、衣服や書籍、勉学

に役立つ生活必需品を入手するために彼らに分配されるべきである。g）彼と彼

の妻の死後、彼のふたりの息子かふたりのひとりがまだ存命であれば、あるい

は彼らが嫡出子を残していれば、この命令は失効する78。

（40）a）フェリクス・プラッター  b）バーゼル大学医学部長  c）1614  d）基金：800

グルデン、利子：40 グルデン  e）――  f）40 グルデンの年利子は、バーゼル邦

の 20 名の牧師に、それぞれ年 2グルデンずつ手渡される。それは「彼らの良心

に従い」毎年病人に分配される79。

（41）a）マルガレーテ・メレーデ  b）レオンハルト・シュヴァルツ（37 参照）の寡婦   
c）1620.3.27  d）基金：400 グルデン  e）バーゼル大学教授会  f）年利子は、当

地の城のラテン語学校の貧しく困窮する生徒の助成のために遺贈され、そのた

めに指定される。利息はつねに「聖マルティンの日」に、城の学校の校長に渡

され、彼が羊毛の生地を購入し、それでもって貧しく困窮している生徒の衣服

をできるだけたくさん作るために使ってよい80。g）――

（42）a）ヨハンとカスパー・バウヒン  b）アミアン出身のヨハン・バウヒンは、本来

国王フランソワ 1 世の女兄弟の侍医であった。最初の宗教難民のひとりとして

彼はバーゼルにやってきた。バーゼルで彼は医師として急速に名を上げた。彼

はバーゼルで有能な医師や自然科学者を輩出した教養人一家の父祖になった81。

c）1620  d）基金：900 グルデン（ヨハンが没した 1582 年頃）。基金：1,100 プ

フントと利息：55 プフント（カスパーの死後）  e）バーゼル大学教授会と聖ブ

ラジウス修道院長  f）毎年の利息は、バーゼルの人か異郷の人かを問わず、宗

教が原因で追放された人に分配される。名誉ある手工業を身につけたいが、そ

れができずにいる人たちに、8 ないし 10 プフントが与えられる。g）とくに彼

の一族や友人に、信心深く、それを必要としている人がいれば、その人に利息

は忠実に分配されるべきである。管財人の経費、労苦、尽力に対して、年 5 プ

フントが留保されるべきである82。

77 StABS, UA, L 1, S. 151ff.
78 StABS, UA, L 1, S. 147 − 150.
79 StABS, EA, B 20, o.S.
80 StABS, UA, L 1, S. 155.
81 Bonjour 1971, S. 223 − 234.
82 StABS, UA, L 1, S. 157 − 161.
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（43）a）トビアス・フュアレーガー  b）――  c）1624  d）120 グルデン  e）遺贈財務   
室  f）毎年の利息が「貧困学生」に指定される83。g）――

（44）a）デンマーク出身のフランツ・ベック・フォン・レーブルク  b）――  c）1628  
d）基金：1,000 グルデン  e）バーゼル大学84　  f）――  g）――

（45）a）マリア・オーバーリート  b）――  c）1631  d）基金：345 プフント  e）――   
f）それは「貧困を隠す貧困スコラ学者のために」利用される85。g）――

（46）a）クアエ・アプ・アンドロー  b）「貴族出身の未婚女性」  c）1633  d）基金：

600 グルデン、利子：30 グルデン  e）バーゼル大学  f）そこからの毎年の利息は、

神学を学び、もっとも進歩した学生に提供されるべきである86。g）――

（47）a）イーゼリン遺贈  b）ヨハン・イーゼリンの寡婦  c）1634　  d）基金：6,200
グルデン（そのうちの2,200グルデンはヴュルテンベルク侯に貸し出されている）  
e）バーゼル大学遺贈財務室  f）① 2,000 グルデンの基金から神学の奨学金がふ

たつ開かれ、そこからの年利息が神学を学ぶふたりの学生に、それぞれに年 50

グルデンが支払われる。②残りの 2,000 グルデンの基金から年利息が貧困を隠

す貧者に分配されるべきである87。g）――

（48）a）ヨハン・ハインリヒ・ヴェンツ  b）薬剤師  c）1629  d）当座の基金：110 プ

フント、利息：5プフント 20 シリンク。1634 年に基金は 90 プフント増額され、

その結果合計 200 プフントに達した。e）聖マルティン宗教財団  f）年利息は貧

しい男子生徒ひとりかふたりのために指定される88。g）――

（49）a）マティアス・ケーニン  b）博士号をもつコルマールの牧師  c）1636  d）基 
金：125 グルデン  e）遺贈財務室89　  f）――  g）――

（50）a）ベーレンフェルスのヴェロニカ  b）「貴族出身の未婚女性」  c）1639  d）基金： 
「100 リーブル＝ 100 ターラー」、利率：2％  e）遺贈財務室  f）年利息は、「貧困

を隠す貧困スコラ学者のために」利用される90。g）――

（51）a）フリードリヒ・ヴェルテンベルクト  b）バーゼル大学（?）の論理学教授  c）
1640  d）基金：200 グルデン、利子：10 グルデン  e）バーゼル市の地元生寮  f）
年利息が奨学金一口に指定される91。g）――

（52）a）ザーラ・フォン・シュパイアー  b）――  c）1640.12.11  d）基金：1,000 グルデ 

83 StABS, UA, L 1, S. 175.
84 StABS, UA, L 1, S. 170.
85 StABS, UA, L 1, S. 175.
86 StABS, UA, L 1, S. 163.
87 StABS, UA, L 1, S. 165.
88 StABS, UA, L 1, S. 169.
89 StABS, UA, L 1, S. 175.
90 StABS, UA, L 1, S. 195.
91 StABS, UA, L 1, S. 167.
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ン、利息：50 グルデン  e）バーゼル大学  f）そこから生じる年利息 45 グルデンは、

バーゼル生まれで、神学を学び、牧師職に就くことを計画している貧しい学生

1名に与えられる。g）父方母方がシュパイアーという名の彼女の氏族の誰かが、

この奨学金を必要とし、それを欲するならば、またちゃんと能力を兼ね備えて

いるならば、この奨学金の付与にさいして、利息はほかの誰よりもその人に優

先的に与えられるべきである。残りの 5 グルデンはその経費として大学のため

に指定される92。

（53）a）ヤーコプ・ハーゲンバッハ  b）医学教授。1643 年、学長  c）1649  d）基金：

2,000 プフント、利息：120 プフント  e）バーゼル大学  f）2,000 プフントの基金

が、ふたつの永続する奨学金のために指定される。そのうちのひとつの奨学金

に、年利息の 40 プフントが、四季ごとに 10 プフントで分配される。それによっ

てふさわしい医学生が支援される。彼はそれ以前に哲学の教養を十分に積んで

いること、医学部の講義や討論をすでに熱心に訪れていて、「医学の博士号」を

取得することが条件である。いまひとつの 40 プフントは「哲学生」を支援する。

40 プフントは、すでに学芸の学士を取得し、さらに（先だって「哲学の講義や

訓練」を熱心に訪れ）、「修士号」をめざし、それを取ることができたら神学の

学習に進むことを予定する「哲学生」を支援する。g）ふたりの学生がバーゼル

出身か外国系かは問わない。しかしつねにひとりはバーゼル出身であるべきで、

とくにひとりが彼の友人か親族である場合には、外国系に優先されるべきであ

る。それぞれが 6年それを享受すべきである。上記の基金のうち、先行の 20 プ

フントの利息について、半分は「大学遺贈財務室」に奉仕すべきである。その

なかから「医学部長」に、いっそうの監督業務に対して、年 2 プフントが手渡

されるべきである。残り半分の 20 プフントも、「哲学部財務室」に保管される

べきである。そのなかから「哲学部長」にも上記の事由によって年 2 プフント

が与えられるべきである93。

（54）a）ウルリッヒ・ファルクナー  b）聖ペーター教会牧師  c）1657  d）基金：1,000
プフント、利子：50 プフント  e）――  f）この奨学金は、ファルクナー家の人

に、しかし誰もいなければ、メリアン家の人に、そこにも誰もいなければ、ヴィッ

ペン家の人に渡される。しかしこの奨学金を受け取る人は、常勤の職に招聘さ

れるまで神学を学ぶべきである94。g）――

（55）a）グレゴリウス・エッケンシュタイン  b）――  c）1663  d）基金：400 プフント   
e）遺贈財務室とヴュルテンベルク侯  f）この奨学金は、どの学部に在籍するか

92 StABS, UA, L 1, S. 189 − 190.
93 StABS, UA, L 1, S. 171 − 172.
94 StABS, UA, L 1, S. 173 − 174.
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にかかわりなく、ひとりの学生を支援する95。g）――

（56）a）ヴァレンティーヌス・ヴァンリュー  b）――  c）1666  d）基金：60 リブロー

ス = 588 プフント 18 シリンク 9プフェーニヒ  e）バーゼル大学  f）年利息は「貧

困スコラ学者のために」使われる96。g）――

（57）a）クリスティアン・シュトゥリュービン  b）リースタールの村長  c）1667  d）基 
金：――、利子：50 グルデン  e）村長と参事会  f）わたしの愛する兄弟の長子、

またその相続人が永遠にあるかぎり、……、そのなかの誰かひとりがバーゼル

大学で学ぶならば、50 グルデンを得ることができる。もしくは該当者はあるけ

れど、大学で学ぶ能力のあるものがない場合には、学校を出た後、50 グルデン

を携えて名誉ある手工業に奉公に出される。見習期間が過ぎ、それが終わりを迎

えたら、10 グルデンをもって彼はその手工業に送られるべきである97。g）――

（58）a）アンナ・プレーニス  b）かつての市民で商人ノベルト・ザイツェンの寡婦  c）
1676  d）基金：1,000 グルデン、利息：――  e）遺贈財務室  f）年利息は学生ひ

とりに与えられる。g）いついかなるときでも、彼女の相続人にこどもや子孫が

ある場合、それが息子の子孫であっても娘の子孫であっても、4 つの学部、す

なわち「神学、法学、医学、哲学」で学ぶもの、また学ぶことを欲するものが

あれば、この奨学金はほかの人たちや異郷出身者よりもこの人たちに、なかで

ももっとも困窮した人たちに、彼らが職に就くまで与えられるべきである。奨

学生に四季ごとに利子の 4 分の 1 が与えられるべきである。これら相続人のこ

どもや子孫が同時に学ぶ場合、この奨学金は神学を学ぶか、いまは哲学にいる

が、のちに神学を学ぶつもりでいる人で、息子の男子か娘の系統の男子かにか

かわらずそれを必要としている人に、ほかの誰よりも優先して与えられるべき

である。遺言者の子孫以外には何人もこの奨学金を 6 年以上受け取ってはなら

ず、彼女の子孫のひとりが自分の学業を熱心に追究するならば、それは 6 年か

ら 8 年に延長されるかもしれない。子孫がひとりもいない時期があれば、この

奨学金は異郷出身生のひとりに、彼が「神学を学ぶか、ほか 3 つの学部のひと

つで学ぶか」と関係なく、彼に与えられるべきである。彼は妨害や遅滞なく、

この現金を受け取るべきである。異郷出身者は、要望があればただちに領収し

た旨を証明すべきである98。

（59）a）マグダレーナ・バッティアー  b）聖ペーター教会の牧師、修士のヤーコプ・

ゲッツェンの寡婦  c）1676.7.13  d）基金：2,000 プフント  e）――  f）総額のう

95 StABS, UA, L 1, S. 175.
96 StABS, UA, L 1, S. 195.
97 StABS, EA, B 20, o.S..
98 StABS, UA, L 1, S. 177ff.
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ち 400 プフントは当地の孤児院に、聖ペーター教区の貧しい生徒のために 400

プフント、外国からくる通りすがり貧者のための献金募集におなじく 400 プフ

ント、当地の貧困を隠す貧者に 300 プフントが提供され、そして利用される。

聖ペーター校にも 500 プフントが遺贈される。そこから得られる年利息は、同

校の校長と校長代理に、彼らの暮らしをよくするために、各人に半分が提供さ

れるべきである。g）とくに孤児院のためと聖ペーター校の貧しい生徒のために、

ふたつの基金を設けて利子を取り、毎年そこから引き出される利息を、貧しい

こどもたちや、生徒の生活向上と衣服のために使うことが求められる99。

（60）a）ハンス・ルートヴィヒ・クルーク（1617-1683）  b）市長  c）1678  d）基金：1,000
ターラー  e）バーゼル大学  f）利子でワインを購入し、当地の寮の寮生に味わっ

てもらうか、現金を渡すべきである100。g）――

（61）a）ペーター・ベーレンス  b）バーゼル大学神学博士兼教授、牧師、顧問官  c）
1678.1.15  d）基金：2,168 プフント、利息：90 プフント、各四季：10 ターラー  e）バー

ゼル大学の教授会と遺贈財務室長  f）彼はハンス・ルートヴィヒ・クルークによっ

て設けられた遺贈（60 参照）によって、学寮の寄宿生が、よりよく、より快適に、

学業に励むことができるように支援しようとした101。g）――

（62）a）ヨハン・ルードルフ・ブルクハルト  b）市長  c）1679.8.13  d）基金：3,000
プフント  e）①バーゼル市と②大学遺贈財務室  f）① 1,500 プフントの基金の年

利息が、4 人の牧師によって、それにふさわしい、それを必要とする貧困を隠

す貧者に分配される。②大学遺贈財務室にも 1,500 プフントが預けられ、年利

息を折々の牧師に渡した。年利息は貧しい生徒や学生、とりわけ神学生を、地

元生か異郷出身生かにかかわらず、問題と彼らの困窮の度合いに応じて支援し、

今後も支援するために使われる。g）いずれの遺贈にも、それにふさわしく、ま

た能力のあるわたしの親類縁者が、ほかの人たちに優先されるべきである102。

（63）a）ユーディト・ポミン  b）靴製造業者ペーター・ミュラーの寡婦  c）1681.7.20  
d）基金：200 プフント  e）――  f）当地で学ぶ地元生寮の寮生のために 200 プ

フントが指定される。g）基金は確かなところに信頼して預けられ、そこから生

じる利子は、発起人の思い出のために、毎年そして永遠にユーディトの日、す

なわち 10 月 7 日に、地元生寮の寮生に均等公平に配分されるべきである103。

（64）a）ルーカス・ブルカルト  b）――  c）1683.2.3  d）基金：300 プフント  e）――  f）

99 StABS, EA, B 20, o.S.
100 StABS, UA, L 1, S. 180.
101 StABS, EA, B 20, o.S.
102 StABS, UA, L 1, S. 185.
103 StABS, UA, L 1, S. 181.
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当地の学寮の寮生のために 300 プフントが指定される。毎年手に入る利息は、

寮生が冬季に自室を暖め、学業にいっそう快適に専念することができるように、

薪を購入するために使われる104。g）――

（65）a）ケキアーノ・フォン・ハーダー  b）――  c）基金が設けられた年は、ギムナ

ジウム財務室の遺贈書からすぐには確定できない。d）1683 年の奨学生の請求

書によれば、代表団は四季ごとにケキアーノに 12 シリンク 6デナリウスを払っ

た。それは年に換算すると 2 プフント 10 シリンク、もしくは 50 プフントの基

金からそれ以外に生じる打歩を含めると 2プフント 15 シリンク 4デナリウスに

なる。基金：50 プフント105  e）――  f）――  g）――

（66）a）ハンス・ヤーコプ・ビル  b）市長  c）1692 年 9 月 24 日の文書によれば、彼

は 5 年以上もまえに「慈善遺贈」をおこない、学生ひとりのためにビル奨学金

を設けた106。d）――  e）――  f）――  g）――

（67） a）エーム奨学金  b）ゾーベルンハイムのフォン・エーム中将  c）1696.4.6  d）基金：

800 ライヒスターラー、利子：40 ライヒスターラー  e）――  f）800 ライヒスター

ラーを基金とする奨学金は、プファルツ伯領出身の、バーゼル大学で学ぶ、改

革派信仰をもつ若者に遺贈された。ゾーベルンハイム出身の改革派市民の子弟

がそのつぎである107。g）――

（68）a）メルヒオル・ミュラー  b）市参事会員  c）1700.3.9  d）基金：200 プフント   
e）――  f）城の貧しい生徒かそこのギムナジウムに、わたしの全遺産のなかか

ら 200 プフントが遺贈される。これはわたしと妻の死後に支払われるべきであ

る108。g）――

（69）a）アンナ・マルガレーテ・ヴェットシュタイン（ハーゲンバッハ）  b）――  c）
1720.9.20  d）基金：2,000 グルデン  e）バーゼル大学  f）そこから生じる利子は

二分される。半分はヨハン・フリードリヒの、大学で学ぶ同名の子息に指定さ

れるべきで、万一彼が亡くなった場合、ヨハンの男系相続人のなかの別の人に、

どの学部で学んでいる人かにかかわらず与えられるべきである。しかし残りの

半分は、彼女の愛する男系相続人ザミュエル・ヴェットシュタインの大学で学

ぶ子息ヨハン・ルードルフに、彼のあとは彼女の男系相続人のなかから別の人

に与えられるべきである。g）仮に男系の子孫が絶えるか、もしくは大学で学ぼ

うという意志のあるものがない場合には、この利子は彼女の父を祖とする残り

の男系相続人に、そこに誰もいないとしても、彼女の祖父を祖とするヴェット

104 StABS, UA, L 1, S. 187.
105 StABS, EA, B 20, o.S.
106 StABS, EA, B 20, o.S.
107 StABS, UA, L 1, o.S.
108 StABS, UA, L 1, o.S.
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シュタイン姓の男系相続人に帰すべきである。この奨学金はひとりに 6 年を越

えて与えられることはない109。

（70）a）ヤーコプ・クリストフ・イーゼリン  b）バーゼル大学教理神学教授（1711 −

1737）110  c）1737  d）基金：2,000 グルデン、利息：60 プフント  e）バーゼル大

学  f）「大学図書館」か「貧困学生」を支援するために、この布令によると、図

書館員に 500 プフント、「遺贈財産管理人」に 2,000 プフントが、年利息 60 プ

フントとともに 1738 年 5 月 30 日に引き渡された。この 2,000 プフントからの

年利息は、将来学部を問わずふたりの勤勉な苦学生に分配されるべきである。

年利息として受け取られた上記の 60 プフントは、「異郷出身生寮の寮生」で、

代表の M・エマニュエル・ミュラーに、「臨時の補助金」として支払われた111。 
g）――

（71）a）ザミュエル・バッティア―  b）哲学と医学の博士で、バーゼル大学ギリシア

語教授（在任：1704 − 1744）112  c）1744.2.22  d）基金：1,500 プフント  e）バーゼ

ル大学  f）この基金は確実な方法で預けられ、そこから入る年利息は、奨学金

として甥（もしくは姪）の子息のひとり、刃物鍛冶のハインリヒ・ビエンツの

嫡男に、彼が大学で学ぶかそうでないかにかかわらず、彼の一生涯にわたって

支払われ引き渡されるべきである113。g）――

（72）a）カスパー・ヴェットシュタイン  b）バーゼル市民で、彼が仕えた国王の元宮

廷説教師  c）1753  d）基金：① 2,000 リーヴル・スターリング＝ 5,000 フローリ

ン・バーゼル通貨② 5,000 フローリン③ 4,000 フローリン  e）①  ――  ②バー

ゼル大学教授会③ギムナジウムの事務長か校長  f）①そこからの利息でもって、

バーゼル大学神学部で学ぶ学生ひとりのための奨学金が設けられる。そのさい、

ヴェットシュタイン姓の神学生がほかよりも優先されるべきである。②これに

よって、バーゼル大学の学生ひとりに対する奨学金が設けられる。彼がどの学

部で学ぶかは問わない。そのさい、おなじくヴェットシュタイン姓の学生がほ

かよりも優先されるべきである。③これによって、ギムナジウムか大聖堂広場

の城の学校にいるヴェットシュタイン血統の青年のために、ふたつの奨学金が

設けられる114。g）――

（73）a）シュパーレンベルクのフランツ・フォン・シュパイアー  b）――  c）
1762.7.7/12  d）基金：1,200 グルデン  e）半分を大学が、残り半分を孤児局か常

109 StABS, UA, L 1, S. 197.
110 Bonjour 1971, S. 301.
111 StABS, UA, L 1, S. 198.
112 Bonjour 1971, S. 292.
113 StABS, UA, L 1, S. 200 − 201. これはバッティア―一族のための典型的な家族財団である。
114 StABS, EA, B 20, o.S.
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設の「喜捨」が管理  f）  g）彼が死去し、指定された相続人が全くないときに、

はじめてシュパイアー姓を冠した奨学金が設立される。そうして、当該基金か

らの毎年の収益の 3 分の 2 だけが前述のシュパイアー奨学金に適用され、しか

し残りの 3分の１は教授会の尽力に謝して「大学学長財務室」に組み入れられる。

シュパイアー奨学金は、前記の教授会によって、貧しい、勤勉、敬虔、博識な

神学生に、そのつどつねにシュパイアー姓を名乗る学生――発起人の両親の系

統を引かないとしても、当地の市民でここに居住する学生――に、優先して与

えられる115。

（74）a）ヨハン・ルートヴィヒ・フライ  b）バーゼル大学旧約聖書学教授（1737 −

1759）116  c）1762.9.26  d）基金：4,000 グルデン  e）――  f）4,000 グルデンのグ 
リュネウス遺贈が形成される。そのために特別な一室が設けられ、これが「フ

ライ図書館」の名に包摂される。グリュネウスが残した前出の基金（……？）

の残りの額を神学部の遺贈財務室が受け入れ、その利子からひとりないしふた

りの当地の神学生に奨学金を与えるべきであり、彼らはそれに対して一定年数

義務を果たすべきであった117。g）――

（75）a）ヨハン・ゴットフリート・クーニー  b）プファルツ伯領ラーデンブルクの牧

師にして地域の教会の監督官  c）1762  d）基金：75 グルデン  e）――  f）彼は

かつて自分が慈善を受けたバーゼルの地元生寮に、感謝のしるしとして寮生と

図書室のために 75 グルデンを与えた118。g）――

（76）a）ヨハンネス・メンツィンガー  b）「老境に入った、男性向け理髪師兼外科医」  c）
1763  d）―—  e）ギムナジウム財務室  f）彼の妻、スイス生まれでふだんはリン

ダウ在のルチアは、彼女が住む教区の貧しい生徒のために、毎年ルーカスの日

（10.18……筆者補）に、一生涯にわたって 15 シリンクを払い、彼女の死後は相

続人が、つぎのルーカスの日に一度に 25 プフントに上る基金を、城の貧しい生

徒のために 3 分の 1 を、残りの 3 分の 2 をその他の 3 つの教区の貧しい生徒の

ために支出する予定である119。g）――

（77）a）ヤーコプ・ホルツァッハ  b）――  c）1770  d）基金：120 プフント  e）「喜捨」  
f）製靴業を習得したいと考える、ヤーコプ・ホルツァッハに雇われた若者の授

業料の支払いのために120。g）――

（78）a）靴屋と仕立屋のふたつの名誉あるツンフト  b）――  c）1773.4.7  d）――  e）

115 StABS, UA, L 1, S. 207 − 208.
116 Bonjour 1971, S. 301 − 302.
117 StABS, UA, L 1, S. 207 − 208.
118 StABS, UA, L 1, S. 195 − 196.
119 StABS, EA, B 20, o.S.
120 StABS, EA, B 20, o.S.
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――  f）両方の名誉あるツンフトは、貧困化する市民の子弟に同情し、授業料

と旅費で骨身を惜しまず彼らを助ける。おなじく市民の子弟や孤児が、靴屋業

や仕立屋業の習得ばかりでなく、ほかの名誉ある手工業に向いており、またそ

れを好むとすれば、この授業料は大工、家具職人、錠前師、釘製造工、陶工が

手にすることもある。一定額の授業料と旅費が、特別な献金かそのために装備

された富くじかは別として、ひとつの基金から調達されなければならず、こう

して貧困化した若者や孤児が、自身の能力や性質に沿って、あれこれの職業を

習得するのを選ぶことができる121。g）――

（79）a）レオンハルト・リューヒナー  b）――  c）1779.5.25  d）基金：500 プフント  
e）バーゼル大学  f）一定額がつねに基金として確保され、そこからの利子が享

受されるべきである。大学がそれを得るべきであるが、「慈善に使うためではな

く、問題（……？）を緩和するために」使うべきである122。 g）――

（80）a）ゲルトルート・ホイスラー  b）バーゼルの商人にして市民の妻  c）1782   
d）基金：200プフント  e）――  f）基金は城の貧しい生徒のために集められる123。g）
――

（81）a）ヨハン・ハインリヒ・ロッツ  b）――  c）1783.8.28  d）――  e）――  f）「外

科医療に不可欠な瀉血」の勉強を続けるために、小ヨハン・ハインリヒ・ロッ

ツに「6 新ドゥプロン」が与えられた。この金銭は勤勉と品行方正を立派に証

明したときに、小ロッツに引き渡された。そのさい外科医療の習得のために数

年で相当な金額がつぎこまれたのが記憶される124。g）――

（82）a）ヨハン・ルードルフ・フンメル  b）メクレンブルク出身。生涯の大半を祖国

の地以外で過ごした。c）1786  d）とりわけ慎重な経営によって彼は節約し、そ

れによって彼の遺産について遺言しようとする。e）バーゼル大学  f）彼のたっ

たひとりの兄弟、当地の公証人ヨハン・ヤーコプ・フンメルは、彼が存命する

かぎりは、遺産の利子を自由に使用するために、一年ごとか半年ごとに大学か

らそれを得るべきである。①しかしわたしの兄弟の死後に、バーゼル大学は相

続した財産から奨学金をいくつか設け、わが家族出身の困窮学生、該当者がな

い場合にはほかの家族出身の困窮学生がそれを享受すべきである。奨学生ひと

りひとりが 12 バッツェン、全員で計 250 プフント――状況判断に応じてこの額

を増減する自由が大学に認められるとしても――を得るべきである。②純金で

200 ライヒスターラーが、自由人か臣民かを問わず、ユヴェナッカーの全所領

121 StABS, EA, B 20, o.S.
122 StABS, UA, L 1, o.S.
123 StABS, UA, L 1, o.S.
124 StABS, EA, B 20, o.S.
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の極貧住民のために、しかし寡婦や孤児のために優先的に指定され、この金額

の慎重な分配は当地の牧師たちに委ねられる。③純金で 300 ライヒスターラー

が、彼の死に直面して、実際に彼のために働き報酬を得ている奉公人に与えら

れる。そのほかにこの人はまだわたしの全衣装戸棚や洗濯ひもを受け取る。④

彼の残りの家具は、当地の長子相続権者殿の城に残る。おなじくこの人物が、

カタログにある彼の全書籍、彼の全ての猟銃と狩猟道具を得るべきである125。 
g）――

（83）a）ザミュエル・ゲスラー  b）金細工師  c）1788.4.28  d）基金：6リーヴル・ター

ラー  e）聖ペーターの男子校  f）「聖ペーターの男子校にはそのつどふたりの教

師がいるが、分別のある人なら、この注意散漫な男子が読み書きを習うことが

できるように次第に注意に慣れさせるために、どれぐらい忍耐を要さなければ

ならないことか。だから彼は熟慮の末、彼ら教師の忍耐が途切れることがない

ように、通常の給与以外に享受することのできるもので、彼らを励まさなけれ

ばならないという。このふたりの教師のどちらにも、彼の洗礼名の日、すなわ

ち 8月 14 日に 1回だけ 6リーヴル・ターラーが、もしくは毎年前記の 6リーヴ

ル・ターラーの年利息に相当するものが、もしくはこの男子校の連綿と続くす

べての教師に対する恒常的な助成金が、彼の思い出のために配分されるべきで

ある。」当然の感謝のしるしとして、彼は教会と学校の代表が使うことのできる

100 プフントを遺贈する。g）しかし不要な厳しさを振りかざし、彼らが若者の

学ぶ意欲を失せさせるようなこと――遺憾ながらあまりにもよく起こることだ

が――があれば、この助成金は相応しい教師のために留置されるべきである126。

（84）a）ユーディト・フォン・ホッヘンフュルスト  b）――  c）1788  d）基金：1,100
グルデン、利子：50 グルデン127  e）――  f）――  g）――

（85）a）ベネディクト・ブルカルト  b）――  c）1788  d）基金：600 プフント  e）城

のギムナジウム128  f）――  g）――

（86）a）ヨハン・ハインリヒ・ブレンナー  b）――  c）1788.12.15  d）基金：2,500 プ

フント、利率：2.5%  e）ギムナジウム財務室  f）大学で学ぶ若者のために金銭

が集められ遺贈される。その利息は通例の博士号授与式で配られるべきである。

g）彼の主たる相続人たちは、前述のギムナジウム財務室に、ロンドンの「コン

スル債（1751 年に各種公債を単一の年金形式に統合した償還期限なしの永久公

債……筆者補）」で 200 プフント・スターリングを手渡すことを要請されるべき

125 StABS, UA, L 2, 1, S. 288 − 291.
126 StABS, EA, B 20, o.S.
127 StABS, EA, B 20, o.S.
128 StABS, UA, L 1, o.S.
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である129。

（87）a）ドロテーア・シュトライカイゼン  b）――  c）1803  d）基金：1,000 プフント   
e）聖ペーター校に預けられ、ギムナジウム財務室の事務局長によって与えら

れる。f）基金は聖ペーター校とその貧困生徒に捧げられ、そこに帰属する130。 
g）――

（88）a）エマニュエル・フェッシュ  b）商人  c）1807.8.13  d）基金：4,000 プフント  
e）バーゼル大学  f）その利子によって、神学を学ぶ意志のある当地の若い困窮

した市民が、全身全霊を挙げて支援されるべきである。g）しかし万一そのうち

の誰かがすでに候補者の地位に登れば、生活の扶助を得るようになるまで、毎

年すくなくとも 6新ルイスドールが補助金として彼に渡されるべきである131。

　バーゼルでは 1500 年頃から 1800 年頃までのあいだに、助成財団とそれに類するも

のが上記 88 確認された132。その多くは大学生を助成するものであった。当時の大学

の規模は小さい。奨学金の数は年々増加したが、逆に学生数は減少した。結果とし

て奨学金の恩恵に預かる学生の率はどんどん高くなった。18 世紀の終わりには奨学

金の数が学生数を越えた133。いっぽうバーゼルの学生は、17 世紀の終わりに年間 250

～ 300 プフント、18 世紀後半で 400 ～ 500 プフントを必要としたと言われる134。も

らえる奨学金の額は生活の足しにするにはわずかである。しかしたとえ使い果たした

としても、何かのプレミアが付いてまわるような金銭であった可能性はある135。

　つぎに 88 の助成財団を様々な観点から分析する。それによって、助成財団から見

た都市バーゼルの特徴が浮かび上がるであろう。

Ⅳ．助成財団でみる近世のバーゼル

　集められたデータが今度はさまざまな観点から分析される。発起人になったのはど

んな人たちか（Ⅳ.1）。奨学金の受け手に指定されるのはどんな人か、地元生か異郷

出身生か（Ⅳ.2）。支援を受けるのは大学生か学校生徒か、それともそれ以外の人か

（Ⅳ.3）。宗派は何らかの役割を演じているか。演じているとすれば、関係するのはど

129 StABS, UA, L 1, S. 163 − 164.
130 StABS, EA, B 20, o.S.
131 StABS, UA, L 2, 1, o.S.
132 アンドレーアス・シュテーリンは、1813 年の時点で大学生にとって 61 の奨学金が使用可
能であり、そのうちの凡そ 30 が 16 世紀に、20 が 17 世紀に、残りは 18 世紀に興されたとい 
う。Staehelin 1957, S. 109.
133 Ebd., S. 109.
134 Ebd., S. 109.
135 佐々木 2017 年、28 頁以下。
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んな宗派か（Ⅳ.4）。

Ⅳ.1．財団発起人

　確実に同定できるものだけを数えるとしても、さしあたり移入者（Nr.12, 14, 26, 34, 
42, 82）とその直近の子孫（Nr.15, 16, 27, 37）が財団発起人に占める比重が高いのが

目に留まる。15、16 世紀に、大学都市バーゼルは地域的な流動性が高いという特徴

をもった。このような傾向は大量の宗教難民の発生によってさらに加速したに違いな

い。

　職業という点では、バーゼル大学の教授職保有者（Nr.3, 22, 34, 40, 51?, 53, 61, 70, 71, 
74）が筆頭であった。さらに 3 名の発起人（Nr.2, 6, 18）はバーゼル大学で学んだこと

があった。つぎに聖職者（Nr.2, 8, 35, 37, 49, 54, 75）と手工業者（Nr.13, 15, 16, 21, 23, 24, 
88）のふたつの職業集団が同率二位の地位にあった。それ以外では、以下の職業メン

バー――活版植字工（Nr.36）、都市裁判所執達吏（Nr.39）、薬剤師（Nr.48）、男子向

け理髪師兼外科医（Nr.76）、金細工師（Nr.83）――によっても教育は支援された。靴

製造人の寡婦によって奨学金が設けられた例もあった（Nr.63）。歴代の市長（Nr.29, 
60, 62, 66）やその他の市民（Nr.36, 38, 67, 72）も教育を支援した。大学都市バーゼルは、

手工業者もまた若者の教育を金銭的に支援したという点で、わたしが最初に研究対象

に選んだブラウンシュヴァイク公国とは明らかに異なる136。これは、手工業ツンフト

が市政に一定の影響力を確保した、バーゼルならではの光景かもしれない。

　市域外にも――たとえばコルマールの大学出の牧師（Nr.49）やエームの中将（Nr. 
67）――教育に対する支援者があった。財団発起人という点で、大学都市バーゼルは、

空間的な流動性ばかりでなく社会層や諸身分の流動性によっても特徴づけられた。

Ⅳ.2．地元出身か異郷出身か

　以下では、奨学金の受け手として指定されたのがどんな人であったのかが考察され

る。バーゼルにおいてもブラウンシュヴァイク公国とおなじく、家族、親族、友人の

集団に候補者がいれば、ほかよりもその人を優先する家族財団がたくさんあった。家

族財団は当然閥族主義の温床になったかもしれない。しかし、現在では公平な人選を

妨げるものとして評判の芳しくない閥族主義も、近世にはまだ悪しきものとは見られ

ていなかったということが、近年の研究でしばしば指摘されている137。事実、バーゼ

ルでも、以前考察したブラウンシュヴァイク公国でも、管見のかぎり、閥族主義や縁

故主義を批判する言説に出くわすことはなかった。

136 Sasaki 2016.
137 それについては、Engels 2006, S.321 − 322; Reinhard 2011, S.654ff. さらに最近では、Engels/
Köhler 2019. この論文に関する邦語の紹介として、佐々木、2020 年。
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　さしあたりここでは地元出身者と異郷出身者のどちらが優先されていたかを考察

する。バーゼル出身の候補者が支援されることもあれば（Nr.9, 28）、市外出身の志願

者がバーゼル出身の志願者より優先される場合もあった（Nr.29, 31）。バーゼル出身、

盟約者団出身、その他の地域出身の候補者の優先順位で支援がなされたケースもある

（Nr.4）。そもそも家族財団で、身内に候補者がない場合にバーゼル出身者を支援する

ものもあり（Nr.16, 32, 38, 52）、そのつぎに市外出身者を支援するものもあった（Nr.18, 
21）。あるケースでは、財団はバーゼル出身の志願者と市外出身の候補者にそれぞれ

ひとりずつ奉仕した（Nr.11）。候補者がバーゼル出身か市外出身かにかかわらず、支

援する例もある（Nr.23, 31, 42）。いくつかのケースでは、本来は家族財団であるが、

そこに該当者がない場合には、バーゼル出身者か市外出身者かを問わずそれ以外の人

を支援するものもあった（Nr.13, 19, 62）。バーゼル市に入ってきた 3 名の貧しい寄宿

生を支援するケースもひとつあった（Nr.3）。この文言で考えられているのは市外出

身の候補者である。

　市外出身者に対する奨学金がバーゼル出身者に対する奨学金よりも幾分勝っている

という印象を受ける。いくつかの例では、移入した財団発起人が、彼らのかつての故

郷出身の移住者を支援した。たとえばオイゲニウス・フォン・ケルンは、市外出身者

向けの寮にいる奨学金のないニーダーザクセン出身の学生を支援した（Nr.26）。バー

ゼルのフランス教会の牧師レオナルト・コンスタンツは、市外出身者向けの寮にいる

フランス・ナチオの多くの貧しい学生を支援しようとした（Nr.37）。ハインリヒとカ

スパーのバウヒンのようなフランス出身の宗教難民は、自分たちのように宗教が原因

で追放された人たちに配慮した（Nr.42）。
　しかし移入者がかつての故郷出身者を支援する例はむしろ例外である。多くはバー

ゼルが地元の発起人が、自分たちの奨学金を使って市外出身の初学者を支援した。す

でに触れたように138、バーゼル大学の開学には経済的な動機も大きかった。市外から

学生を呼び込むことによって、そこから生じる経済効果が期待されたのである。この

ような意図が、バーゼルの財団発起人をも動かしたのかもしれない。しかし、いずれ

にしてもこれがバーゼル独自の傾向であったのかどうかを解明するためには、おなじ

時期のそれ以外の大学に関する研究が待たれるべきである。

Ⅳ.3．教育施設

　支援の対象になったのは、大学生、それとも学校生徒、それとも手工業徒弟だった

のであろうか。大学生、とりわけ神学部生の圧倒的な優位が明白であった（Nr.1, 2, 5, 
8, 10, 13, 18, 19, 23, 25, 26, 29, 30, 46, 47, 52, 53, 54, 58, 62）。それ以外では、医学部生に

対する支援がそれに続いた（Nr.15, 22, 30, 53）。貧しい学芸学部生を支援するものが

138 本稿、34 頁。
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一例あった（Nr.16）。いくつかの遺言のなかには、貧しいスコラ学者のための助成金

を設けるとある（Nr.45, 50, 56）。この助成は大学、それもおそらくは学芸学部と関係

したに違いない。助成の対象が学生であったのか教師であったのかは、はっきりしな

い。学芸学部の教授は薄給であった139。教師に対する助成が目的であったと筆者は見

ている。神学、法学、医学のどれを学ぶかを問わず、バーゼル出身生を助成するもの

もあった（Nr.34, 38）。バーゼル大学の寄宿生を助成するものもあり（Nr.35, 61, 64）、 
バーゼル出身の寮生を助成するものも一例あった（Nr.63）。
　二番目に助成の頻度が高いのは、おそらく近い将来大学で学ぶことになるであろう

城の生徒、つまり大聖堂広場にあるギムナジウムの生徒に対する助成であった（Nr.28, 
31, 36, 38, 39, 40, 62）。それと並んで聖ペーター校の貧しい生徒の支援を謳うもの

（Nr.59）、とくに学校の指定はなく、ギムナジウム生一般の支援を謳うものもあった

（Nr.75）。学校長が贈与の対象になるケースも一例あった（Nr.32）。そこではヴァルデ

ンブルク校の校長に四季ごとに 10 グルデンが支払われている。

　それ以外では、手工業徒弟の修業が金銭で助成されることもある。名誉ある手工業

を修得する意志のあるものにとくに金銭を支給することが試みられている（Nr.42）。
徒弟のための授業料が支払われる例もふたつ見られた（Nr.77, 78）。おなじ文脈

で、さらに徒弟に義務づけられた遍歴修業のための旅費が工面されるケースもある

（Nr.78）。徒弟に対する支援はたしかに数のうえではごくわずかである。しかしそれ

でもあるということ、別言すれば、自分たちのことを考えてくれている人の存在を実

感できるのが大切だったのかもしれない。

　また学校教師を助成する基金もあった（Nr.83）。少年に読み書きを教えるのは忍耐

を要する仕事である。それにもかかわらず少年向け学校教師の職は薄給で知られた。

近世の低地ドイツ語には教師のことを「いけにえの男」“Opfermann（Oppermann）”
と呼ぶ隠語すらあった。わたしはバーゼルの史料でこの語に出会うことはなかったが、

ブラウンシュヴァイク公国の史料を調査したさいにはこの語に何度か遭遇した。少年

相手に読み書きを教える教師の苦境を伝えることばである。教師の忍耐はとかく途切

れがちであった。そしてそれが少年たちの意欲を失せさせた。この弊を避けるために、

教師の給与を補填する基金も設けられた。生活にゆとりが生まれれば、優れた模範に

倣うのではないかという期待から、それがなされたのである。

139 17 世紀末の教授たちの給与は、穀類やワインなどの現物支給分を除外すれば、神学部の
旧約聖書学教授がもっとも高く、年 300 ターラー、続いて新約聖書学の教授が 285 ターラー
10 シリンク、法学・医学系の教授が 220 ターラー、歴史や自然科学系の教授が 150 ター 
ラー、論理学、修辞学、雄弁術、ギリシア語の教授は 137 ターラー 10 シリンクで、神学系
の教授たちの半分以下であった。それについては、Staehelin 1957, S.542.
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Ⅳ.4．宗派

　エラスムス財団は宗派フリーの支援をおこなった。支援を受けたのはプロテスタン

ト信者ばかりでなく、カトリック信者も、場合によってはユダヤ教徒も支援を享受

した140。しかしこれは例外的なケースであり、エラスムス財団はやはり異色の存在で

あった。トーマス・エラストゥス（Nr.22）は、宗派を助成のための第一条件に挙げ

た。彼は利息を分割し、それぞれ一部をバーゼル、ハイデルベルクの改革派の両大学

に提供した。エラストゥスは両大学に奨学金の管理を全面的に委ねようとした。しか

し万一宮中伯の老選帝侯フリードリヒが宗派を変えるようなことがあれば、半分の利

息はもはやハイデルベルク大学に支払われるべきではなく、基金の管理はバーゼル大

学に移ることになった。しかし仮にバーゼルに教皇権、つまりカトリック信仰がふた

たび導入されるようなことがあれば、主要財産と遺贈をふくむ基金全体が、引き続き

バーゼルの宗派が通用する別の場所に移るべきである。要するに両大学が目下の宗派

にとどまるかぎり、基金の提供は保証されるが、それを離れると基金を引き上げると

いうのである。

　ルーカス・ゲープハルト（Nr.29）は神学生のための奨学金を設けた。奨学生は、 
バーゼル市やその支配領域・地域に牧師職の欠員がなければ、聖なる福音とバーゼル

の宗派が説かれ明言される別の場所で進んで勤務すべきであるという。バーゼルの宗

派に対する強烈なこだわりが伝わってこよう。たしかに多くの奨学金は宗派の限定を

謳ってはいない。しかし神学生のための奨学金で、その趣旨に何の断りもなければ、

そこでは無条件にバーゼルの宗派が問題になっていると見て間違いない。神学生向け

奨学金の件数は圧倒的に多かった。これは、自己の宗派の保存にかける意気込みの大

きさを示していると言ってよかろう。

Ⅴ．財団発起人のための追悼説教

　改革派地域のなかでバーゼルを考察対象に選んだのは、そこでとくに、改革派世界

ではめずらしく、財団発起人に関する個人情報を、彼らのために執筆された追悼説教

から得ることが期待されたからである。わたしはかつてルター派のブラウンシュヴァ

イク公国で助成財団の歴史を考察したさい、財団を興した人たちの動機を考えるため

に、彼らに捧げられた追悼説教を利用した。そこで得られた成果を改革派の状況と比

較し、助成財団についてより総合的な判断を下したい。そのために豊富な追悼説教が

あるバーゼル市は最適である。

　バーゼルの追悼説教もルター派プロテスタントの世界の追悼説教とほとんど様式は

変わらない。記述は通常故人の出生と出自（父方、母方の祖先）から始まり、故人が

140 Felici 1993; Felici 1997.
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受けた家庭教育、学校教育に移り、人によってはここに大学教育が加わる。つぎに職

歴、結婚生活の話題に移り、ふつうなら家族の紹介がある。乳幼児の死亡率の高さが

際立つ。それから役職歴へと続き、キリスト教徒として敬虔な生活を送ったことが

ふつうは強調される。最後に、どの追悼説教も、驚くほど詳細な死亡報告で終わる。 
バーゼル市民の追悼説教に特徴的なのは、彼らが長期にわたって外国、とくにフラン

ス諸都市に滞在し、そこでフランス語を習得し、将来の職業活動の準備をしたという

記述である。ここでとくに注目すべき、財団を興した故人の善行は、ふつう彼らのキ

リスト教的な敬虔の要因として語られる。

　説教師はおそらく生前の故人本人から直接彼らの個人情報を得たか、故人の遺族に

情報提供を依頼したのであろう。バーゼルの追悼説教には、作者であるはずの説教師

が、故人を彼／彼女ではなく、わたしと呼んでいる例が散見する。故人が生前に追悼

説教のテクストを自分の手でこしらえていた可能性もぬぐえない。いずれにしても財

団発起人のためにおこなわれた追悼説教で、説教師の創意よりも発起人自身の意向が

ものを言った。発起人がメッセージを発信したい相手は、葬儀や埋葬の会葬者たちで

あった。作成のさいには、自分の遺族が恥をかくことのないように、会葬者の顔ぶれ

をつねに意識していたと思われる。このため追悼説教は財団発起人の自己認識を照ら

すばかりか、助成財団を興すことに対する社会的な評価を伝える史料でもある。彼ら

が生前になした慈善、とくに財団を興したということが彼らの追悼説教でどのように

描かれているのかが、いま問われるべきである。

　ブラウンシュヴァイク公国では追悼説教の最盛期は 1550 年頃から 1750 年頃であっ

たが、バーゼル市では追悼説教の件数は 17 世紀以降徐々に増加し、この習慣は 19 世

紀以降も持続した。Ⅲで取りあげた 88 の助成財団の発起人のうち、15 名の追悼説教

が現存するのが確認できた（Ⅲ章, Nr.21, 25, 27, 34, 40, 41, 42（カスパー）, 53, 59, 61, 
62, 66, 68, 70, 71）。16 世紀の財団発起人に対する追悼説教は希少である（Nr.25, 27）。
　1593 年に大学評議会が受け取った法学者バシリウス・アマ―バッハの遺言による

と、彼は大聖堂広場にある城の学校を支援するために、2,000 フローリンを遺贈した

（Nr.27）。1591 年に彼に捧げられた追悼説教には、彼の多彩な善行の詳細な記述中に

学校の支援に関する部分もある。彼は寛大にもこの都市に、輝く名高いギムナジウ 
ム、すなわち新しい改革派の城の学校を贈り、彼のなした善行は、神が世俗の財を 
もって祝福した紳士たちのよき模範たるべきであると言われる141。学校に対する彼の

支援は称賛されている。

　バーゼルの神学教授ペーター・ベーレンフェルスは、1678 年の財団設立文書に 
よってバーゼル出身の寮生を助成した（Nr.61）。彼のための追悼説教で、作者は 1703 
年、ベーレンフェルスの慈善を以下のように記述した。彼は「哀れな難民、その他の

141 Grynaeus 1591, S. 46 − 47.
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困窮者、ひとりの神学生に対する慈善の優れた模範であり、このうえなく立派で、む

ろん優れた資質の持ち主である」。彼は福祉一般、さらに「教会や大学にとって最善

となること」に惜しみなく出資した142。設立文書と追悼説教には内容上の齟齬が若干

はあるものの、追悼説教で間違いなく彼の教育助成は高い評価を得ている。

　神学教授のヤーコプ・クリストフ・イーゼリンは 1737 年に遺贈をおこなった。彼

の遺言によれば、2,000 プフントの遺贈に対する毎年の利息が、今後、学部を問わず

ふたりの勤勉な苦学生に配分されるべきであった（Nr.70）。同年、彼のために追悼

説教が刊行された。そこでは彼の善行が半ば高揚した調子で伝えられる。たとえば、 
「彼は最期のときまで自分の活動をいつも通りの勤勉、熱意、慎重をもってやりおうせ、

そのさい教会と学校で多くの善意を施した。すなわち、すべてにこのうえなく輝かし

い名誉を与え、教授会を満足させるためばかりでなく、学生、とくに神学生のさまざ

まな利便のためにもそれをおこなった」とある143。彼の遺言中に見られる遺贈は、彼

の追悼説教に隈なく反映されている。

　以上三例の大学関係の発起人の場合には、奨学金のための基金や遺贈は、彼らの追

悼説教で包み隠さず記述されている。しかしいつもそうであったわけではない。医学

と論理学の教授ヤーコプ・ハーゲンバッハは、1649 年の彼の遺言でふたつの奨学金、

ひとつは有能な医学生のための、もうひとつは哲学生のための奨学金を揃える基金を

設けた（Nr.53）。しかし同年に執筆された彼の追悼説教では、前記の助成財団が殊更

取りあげられるわけでなく、彼の慈善は単に一般論としていささか常套的に、「彼は

生涯柔和、恭順、謙虚、親切、温和を絶やさず、しかしとくに地元の人か異郷出身者

かを問わず、貧者や困窮者に同情と慈悲の心をもって接することに努めた」144 と表現

される。旧約聖書学の教授アマンドゥス・ポランドゥス・フォン・ポランスドルフ

（Nr.34）、医学教授フェリクス・プラッター（Nr.40）のための追悼説教には、彼の慈善、

いわんや彼が興した基金に関する記述は全く見られない145。

　寡婦の財団発起人の場合にも、彼女たちの慈善に関する記述は押しなべて淡白であ

る。エーファ・フォン・アンドロー（Nr.25）の追悼説教では、「彼女は貧者に対して

慈悲深かった」146 と簡潔に報じられるだけである。マクダレーナ・フォン・バッティ 
アーの場合（Nr.59）には、「彼女が慈悲の行いで貧者を助けた」147 とだけ述べられる。

マルガレーテ・メレーデの場合（Nr.41）、彼女の興した基金に関する言及すらない148。 

142 Wolleb 1703, S. 40, 41.
143 Burckhardt 1737, S.23 − 24.
144 Zwinger 1649, S. 28.
145 Iustus 1610; Grynaeus 1614.
146 Gernler 1639, S. 20.
147 von Brunn 1694, S. 20.
148 Groß 1620.
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しかし、男性市民の場合には寡婦の場合と明らかに異なる。かつての市長ヨハン・ 
ルードルフ・ブルクハルト（Nr.62）のための追悼説教では、「彼が巨額の慈善遺贈を

おこなうことによって、勉学、旅行、その他のために寄金を醵出した」149 と記述される。

かつての市参事会員のメルヒオル・ミュラー（Nr.68）は、「貧者を慈悲深く慰めた」と、

1713 年の彼の追悼説教で称えられる。彼がすでに 13 年前に書面でしたためた「最後

の意思」において、彼は「慈善のために」も大規模な遺贈をおこなった150。亡くなる

13 年前にすでに遺贈がおこなわれたと、わざわざ明記されているのが目を引く。追

悼説教から読み取れることは、間近に迫った死を覚悟してなされる遺贈よりも、あと

何年生きるかわからない時期になされた寄贈の方が、高く評価される傾向があったと

いうことである。いずれにしても市民層の場合には、男性の慈善は追悼説教に盛り込

まれている。

　ルター派のブラウンシュヴァイク公国と改革派のバーゼル市で、追悼説教のなかの

助成財団の扱いに違いが見られる箇所もある。ブラウンシュヴァイク公国では、貴族

か市民かにかかわらず、どちらの階層のメンバーも助成財団を興すのに一役買った。

そのさい「奨学金」‘Stipendium’の語は、助成財団の設立文書や遺言といったおそ

らく関係者しか閲覧することのない一種部外秘扱いの史料には当たり前のように登場

するのだが、この概念は、会葬者をまえにおこなわれる、どちらかといえば公開度の

高い追悼説教では一度も使われた形跡がなく、それはほとんどの場合に学校に対する

支援という文言で置換された。これは偶然とは思えない。なぜこのような措置が取ら

れたのであろうか、前稿ではこれ以上考察を進めることができなかった。しかしいま

はつぎのように考えている。

　たとえ支援が目的であるとしても、若者に無償で金品を提供することにどこか後ろ

めたさも残ったのではなかろうか。支援は必ずしも好結果を生むとはかぎらず、逆に

それを受け取ったことによって身を持ち崩してしまうようなケースも見られた151。し

たがってそれに対する社会の評価もアンビバレントな要素をはらみ、どこかいかがわ

しさ、胡散臭さに対する一抹の不安がぬぐえなかったのではなかろうか。追悼説教

で「奨学金」という用語が避けられた理由をここに見たい。それにもかかわらず、助

成財団を興すものが大勢いたのはなぜか。教育関係者以外の人もそれにかかわりたが

るのはなぜか。それは後進の育成という事業に自分も携わりたいという願望の表れで

あったと受け止めたい。

　このような奨学金をめぐるアンビバレントな感情は、受給者に付けられる細かな付

帯条件にも顔をのぞかせる。ハインリヒ・ルッターブルクは、1602 年に自身の設け

149 Werenfelß 1683, S. 38, 39.
150 Burckhardt 1713, S. 47, 48 − 49.
151 佐々木、2017 年
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た奨学金について以下の指示をおこなった。「しかしこの奨学金を手中にしたひとり

ないし複数のものが、はじめは勤勉を装うが、のちに怠惰となり、だらしなく不品行

になるようならば、奨学金はただちに躊躇なく剥奪されるべきである。」（Nr.32）そ

れは、奨学金が必ずしも好結果をもたらすとはかぎらないということを示唆している

のではなかろうか。

　ブラウンシュヴァイク公国で得られた知見は、バーゼル市の場合にもある程度は当

てはまるように思える。ここでも「奨学金」という用語は、助成財団の設立文書類に

は当たり前のように登場するが、それが助成財団発起人の追悼説教に現れることは

ほとんどなく、たいていは学校に対する支援で置換される。しかしバーゼル市では、

奨学金の語が追悼説教に現れる例をふたつ拾うことができる。カスパー・バウヒン

（Nr.42）は、1620 年の彼のための追悼説教によると、「医学部生の指導」に精魂を傾

けた。彼は貧者に対して慈悲深く、とくに「城の貧しい生徒に対してすでに久しく奨

学金でもって」それを示した152。バウヒンの追悼説教で、彼が生前におこなった慈善

の記述は詳細である。それは、彼が宗教難民として移入したことと関係があるに違い

ない。彼は、会葬者のまえでバーゼルでの地域貢献をとくに強調したい境遇にあった。

そのさい「奨学金」という語は、とくにてらうこともなく使われている。

　カスパー・バウヒンは大学人であった。もうひとつの例は、大学に籍を置いたこと

のないものから発している。サフラン商人ツンフトのメンバーであったイザーク・リー

ヒテンハーン（Nr.21）は、1586 年に救貧と奨学金がセットになった基金を設立した。

1608 年の彼の追悼説教では、このことはつぎのように描かれている。少し詳しく引

用してみたい。

　「彼は隣人愛を示した / 自分の生業においてばかりか善行によっても / 彼が日々

の喜捨とならんで / 貧者を慰めるための不断の扶助にとっくのむかしに立派な金額

を / 神学生の堂々たる奨学金と併せて指定したことで / しかもこの嘆きの谷からの

離別のずっとまえに / 相当な額を温順に喜捨したことで / 彼がいくぶん大きな損失・

損害を / この世の財に蒙ったにもかかわらず」153

　「とっくのむかしに」と「離別のずっとまえに」によって、遺贈ではなく寄贈で 
あったことが、贈与の価値を高めるために二度も強調されている。このサフラン商人

の追悼説教は、彼が興した基金による慈善をとりわけ詳細、忠実に伝えている。そこ

に「奨学金」の語も登場する。

　奨学金という語を公開の場で使うことに対する抵抗感は、ブラウンシュヴァイク公

152 Gernler 1624, S. 19.
153 Grynaeus 1608, S. 9.
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国のブラウンシュヴァイク市でよりも、バーゼル市でのほうが早くに緩和されたよう

である。この差はどこから生じたのか。それは、たとえばルター派と改革派の教義の

違いに由来したのであろうか。大学都市であるバーゼルは、この点でブラウンシュヴァ

イク市とは条件が全く異なる。このため、違いの原因を安直に宗派の違いに還元する

ことはできない。宗派比較の観点に立つならば、むしろおなじ大学都市であり、バー

ゼル大学の設立にも少なからぬ影響を与えた大学の所在地エアフルト市の助成財団の

歴史が、そのさいとくに発起人のための追悼説教が、あわせて検討されるべきであ 
る154。それについては、今後の課題としたい。

Ⅵ．結語

　奨学金の費用対効果はかなり怪しい。これは必ずしも期待された成果を挙げるとは

かぎらない。それでもそれは受給者や志願者に大きな希望や熱意を生む可能性を秘め

る。功罪はともかく、助成制度は西洋の極めて特徴的な要素である。それが終わりを

迎えるなどとは、想像すらつかない。ヨーロッパ人はこれからも助成制度とともに歩

むのだろう。

　助成制度は非ヨーロッパ世界ではまだそれほど普及していない。そこではこの制度

がヨーロッパの特徴をなしているということも、まだあまりよく知られていない。助

成財団をはじめ財団はどれも、基金に対して発生する利息によって運営される。利子

が利子を生むというのが、資本主義経済を動かす格率であると言われる。マックス・

ヴェーバーはベンジャミン・フランクリンの処世訓からこの格言を導き出し、できる

だけ多くを獲得しようとする生活態度を「資本主義の精神」と呼んだ155。ヴェーバー

は、彼の社会経済史に関するもろもろの論稿で、利息の一面、すなわち資本からあが

る収益としての利息を一面的に強調した。

　ヴェーバーの学問的な影響はあまりに大きく、利息のいまひとつの側面は看過され

るところとなった。それは慈善のために利用される利息であり、そこでは財団を通じ

た贈与の精神が問題になる。利子が利子を生むの格率は、営利の利息、すなわち資本

主義の精神に関係するばかりでなく、慈善の利息、すなわち贈与主義の精神とも関係

するものである。それに対する実例を、ここでなされたバーゼル市の助成財団に関す

る考察から、ふたつ挙げることができる。

　神学博士の学位をもつバーゼル市民ヘルデン・ズィーモン・ズルツァーは、1585

年の彼の遺言で助成財団を設立したさい（Nr.18）、奨学生に以下の要求をしている。 
「彼が身持ちよく、神の恩寵で進歩し、それなりの身分に達し、財産を残さなければ

154 エアフルト大学がバーゼル大学の創立に及ぼした影響については、本稿、34 − 35 頁。
155 Weber 2014, S. 140 − 146.
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ならない相続人もなく、授かった財産を残して死去する場合、まだ残っているものを

前述した奨学金の増量増額のために拠出すべきである。」この場合にかつての奨学生

に要求されるのは、死後に遺産の一部を財団に遺贈することである。いっぽうつぎに

紹介するもうひとつのケースは、すでに生前に財産の一部を寄贈すべきことを説く。

　サフラン商人の組合員イザーク・リーヒテンハーンは、1608 年の彼の追悼説教

で、すでに亡くなる 23 年前に大きな額を投じて基金を興したことで称賛されていた

（Nr.21）。彼は 1586 年の財団設立文書で奨学生に以下のことを要求する。彼らが学業

を通じて相当な財産を得たならば、その財産によって感謝の意を示し、一定額を寄付

するか、毎年リーヒテンハーン財団の代表部に一定額のグルデンを払い、それで奨学

金が増量増額されるようにすべきである。奨学金として利子を受け取ったものが将来

富裕になれば、何らかの方法で財団に資財を贈与することによって、財団基金を増額

し、こうしてこの助成財団の支援の拡充に寄与することが望まれている。これは、利

子が利子を生むという前出の格率に好例を提供していると言えないか。

　このような贈与主義の精神が改革派に特有なものかどうかを明らかにするために

は、宗派比較の視点から、財団の地域史研究をいっそう進める必要がある。それはと

もかく、ヨーロッパには贈与の精神の伝統があることは確実である。ヨーロッパで

は、資本主義と贈与の両精神がバランスを保つように配慮がなされている。われわれ

非ヨーロッパ世界のヨーロッパ史研究者にとって、ふたつの精神の相互作用を問うこ

とが、今後喫緊の課題となろう。
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A Historical Study of the Scholarship Foundations in Early Modern Basel

Hiromitsu Sasaki

In this paper I will focus on the history of the scholarship foundations in the early modern 

reformed city of Basel, and compare it with that of the Lutheran duchy of Brunswick, which 

I explored in an earlier paper. I have uncovered 88 foundations for scholarships in Basel from 

approximately 1500 to 1800. These scholarships supported not just university students, but 

also high school students, and even apprentices. Occasionally, even philosophers and teachers 

were supported. However, the most frequent beneficiaries were university students, and among 

those, theological students. The University of Basel was first founded in 1460. Prior to this, a 

council was held there from 1431 to 1449. Many intellectuals gathered from Western European 

countries, which brought economic prosperity to Basel. After the council ended, citizens of 

Basel felt confronted by the city’s economic decline.

By founding a university and calling students from outside the city, Basel’s citizens 

attempted to re-gain economic prosperity for their city. Founders of scholarships in early 

modern Basel tended therefore to prefer supporting foreign students to local ones. The 

Erasmus-foundation was established to promote students financially, independently of 

which congregation they belonged to. But this foundation was just an exception. Support for 

theological students was usually limited to those who belonged to the same denomination as 

the people of Basel, as it was hoped that recipients of the scholarships would work as pastors 

either in Basel, or in another reformed area.

Establishing a foundation to provide scholarships was regarded as a type of charity, 

although different from other charities such as relief for the poor. The citizens who established 

scholarship foundations were met with ambivalence by their peers and not always praised 

for their actions. The ambivalent social assessment of this kind of charitable practice was 

the result of the idea that rather than motivating the recipients to study harder, giving money 

to the young could instead corrupt them. In this paper, I provide two examples from many 

cases of corruption which were reported in Basel. These cases reveal that corruption was not 

exceptional. Founders of scholarship warned often in their will or in other documents that 
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recipients should not harm the honor of the foundation through their ill conduct. Nevertheless, 

they were interested in promoting the younger generation.

In order to inform oneself of a deeper understanding of how these scholarship foundations 

were assessed within society at the time, I examined the funeral orations given for fifteen of 

the eighty-eight founders. In the funeral orations the deceased themselves talk through their 

priest. The funeral orations reveal not just a lot about the person’s life, but also the audience 

who it was addressed to. It reveals the norm of values among their level of society. How then 

were these charities which established foundations for scholarships described in the funeral 

orations for their founders?

In the duchy of Brunswick the term ‘Stipendium’ (scholarship) was used as a matter 

of course in the documents relating to the scholarship; however, this term was never found 

in the funeral orations of the founders who were examined earlier. These grants of money 

to scholarship holders were instead characterized as support for educational institutions in 

the funeral orations for founders. Moreover, this was also almost the case in Basel. Two 

exceptional cases of funeral orations were found there: the first, Caspar Bauhin in 1620 and 

the second, Isaak Liechtenhanin 1608, their good deeds through providing scholarships were 

stated in detail. Moreover, the term ‘Stipendium’ was already being used there. Fear of the 

negative effect of a scholarship may have lost its meaning more quickly in the city of Basel, 

which had a university, than in the city of Brunswick that did not have a university.

Foundations are run at annual interest against capital. Max Weber regards the principle that 

interest creates interest, as the driving force of a capitalist economy. Weber describes the will, 

as much as possible to earn, as the “spirit of capitalism”. However, the principle that interest 

creates interest can be applied also to the spirit of gift through a foundation, as is showed with 

some cases in this study. In Japan, the study of social science has focused, under Max Weber’s 

influence, attention only to interest for gain namely the spirit of capitalism. Nevertheless, in 

Europe there is, to be sure, a tradition of interest for charity, that is the spirit of gift. In Europe, 

both spirits of taking and giving have been largely kept in balance in public. Non-European 

historians of European History need to consider the role that both spirits played.
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